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序文

熊本大学は，旧制第五高等学校を中心とした幾つかの学校の統合再編を経て，戦後設置

された新制大学である．このような経緯から，熊本大学は熊本市内の８つのキャンパスに

分散配置しているが、それぞれが県下でも有数の巡跡群内に立地している．熊本大学では，

現地再開発の方針を決定して以降，再開発と文化財保護の観点から，埋蔵文化財調査委員

会および埋蔵文化財調在室を設置し，1994年より構内遺跡の発掘調査を実施している．本

非は，平成21年度に実施した訓査の概要である．

黒髪南地区では，校舎改修事業がほぼ終了し，本年度は敷地内の環境整備や研究施設の

整備に係る工事が多かった．黒髪北地区では，昨年度から引き続き校舎改修事業が進めら

れたが，埋蔵文化財に関わる工事は，主として配智等の小規模なものである．工事は以前

の工事範|伽I内に納まるものや掘削の深さが浅いものが多く，或いは設計変更を行うなどし

て埋蔵文化財が保護された場合が多かったその他，各キャンパス内においても小規模の

営繕事業が主体であった．

一方で黒髪南地区での旧図書館I負学部分館改修工事では，地「の一部で･iIf代の遺構が検

出され,また旧制第五商等学校時代の建物の基礎も検出された．エコロジーシステム実験

室接地工事では，純文時代後期の巡構包含層を検出した．武夫原（運動場）では，1994年

の調査で確認した遺構と同様に古代の遺構を検出した．熊本大学附属病院では，新営され

た東病棟のインフラ繋術のための二'二事が実施され，古代の遺術・遺物を検川した．

いずれの調査区も小規模であり遺構も部分的に捉えたにすぎないが，これらの調査結果

は、我々が|]々を過ごすキャンパスが逝跡の上に存在することを再認識させるものである．

本年度に各地点において得られた成果が，1994年以来積み砿ねて来た訓森成果とともに

今後の再開発事業において参考となり，また考古学をはじめとする各研究分野にも寄与・

洲Ｈされることを切望する．

2011年３月

埋蔵文化財洲在委員会

委員長伊藤重liiill



例言

１．本,I}:は熊本大学柵|人jにおいて，２０()9年４月１日から2010年3ｊｊ

末｢|まで行われた１１M職文化財の調査および熊本大学埋蔵文化財

調在篭の活動内群に関する年次報告;li:である．

2．伽ﾉj巡跡の捌炎は，昨年度に引き続き，年次と調査順を表す

調炎番号で表すこととし，出土遺物や記録類もこの番号で盤

理・袴理している．

3．逝跡略号は，地Ⅸごとにローマ字３文字で以下のように表記

した.黒髪町巡跡照髪南地区（KKS)，同北地区（KKN)‘本

庄遺跡医学部柵内（HJM)，同病院櫛内（HJH)，同医療技術

短期大学部椛内（KHJ)，京町台巡跡教育学部附屈小中学校柵

内（ＫＭＳ)，大江遺跡群薬学部椛内（HJP)．

4．巡物への注記は，遺跡略け．＋調査番号十出土遺椛（位置）の

順で行った．

５．本.11|:に褐1ijiした辿物やその他の出二|鷺世物および訓在にかかわ

る記録類はすべて熊本火‘,j』:埋蔵文化財洲在室にて保管している

６．本,'|:の執'ilfは．付肺および抄録を村11|が，Ｉ章を大坪が’１１

噺・災文サマリー・ハングルサマリーは小畑・大坪が行った．

７．本非の編集は大坪が行った．



在（0927）
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第１章本年度の調査概要

第Ⅱ章調査の記録

Ⅱ－１星雲北恥区一

19．（黒髪北）文法学部木館眺輪場撤去工事に伴

う立会洲在（0965）２１

(黒髪北）保健センター前屋外消火栓取替工

:‘j;に伴う立会洲究（0966）２１

(黒髪北）共川棟黒髪６揚水設備撤去他給水

設備改修I郡に伴う立会調査（0968）－２２

(無髪北）文法学部古紙倉庫設置工事に伴う

１
７
７

6．（黒髪南）IlilXrIl棚工学部分業他改修工事に

伴う立会・発掘洲盗（0932）２８

７．（黒髪南）Ⅱ．'似I普館l:学部分室他改修電気設

20.

う立会洲在（0943）３２

１２．（無髪南）生物生息環境音禅解析室新営機械

１黒髪北地区

１．（黒髪北）

16．（黒髪北）教育学部東教室既設駐輪場撤去・

新設他工事に伴う立会調査（0948）－１９

１７．（黒髪北）教育学部本館Ｂ棟配水管・連結送

水管工事に伴う立会調査（0959）２０

１８．（黒髪北）体育館改修電気設備工事（電柱撤

去）に伴う立会調査（0964）２０

１９

ガス配管修理に伴う立会調査 2１

(0910） ７

(0946）

2．（黒髪北）非常勤講師宿泊施設屋外給水管淵 2２

水修理に伴う立会調査（0913）７

３．（黒髪北）文法学部本館耐震ブレース蕪礎ま

わり工事に伴う立会調査（0914）１０

４．（蝶髪北）教育学部本館・文法学部本館Ⅱ期

改修機械設備工事に伴う立会調査（0918）１０

５．（黒髪北）文法学部本館Ⅱ期改修外構工事

（変更）に伴う立会調査（0919）１１

６．（黒髪北）文法学部本館Ⅱ期改修東側外構工

事に伴う立会調査（0920）１２

７．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館Ⅱ期

改修電気設備Ⅲ事に伴う立会調査（0921）1３

８．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館Ⅱ期

改修機械設備工事に伴う立会調査（0928）１３

９．（黒髪北）体育館改修電気設備工事に伴う立

会・発掘調査（0935）１４

１０．（黒髪北）教育学部本館Ⅱ期改修両側外椛工

立会洲禿（0971）２２

Ⅱ－２黒髪南地区２３

１．（黒髪南）ｉｊＩｉ門改修植栽移植工事に伴う立会

15．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館改修

機械設備工事（Ⅱ期）追加に伴う立会調査

1８ 設備工.’j;に伴う立会訓在（0952）３３

１３．（黒髪南）生物生息環境音群解析室新営電気

設備工:'j;に伴う立会訓在（0953）３３

１４．（黒髪南）環境盤術（駐輪場等）工事に伴う

う立会洲在（0955）３４

１６．（蝶髪南）術蒋倉ﾙli2取設工事に伴う立会調

洲在（0901）２３

２．（黒髪肘）四ｌＩｌｊ改修工帆こ伴う立会調査

事に伴う立会調査（0944）１８

１４．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館改修

機械設備工事（Ⅱ期）に伴う立会訓査（0945）

(0902） 2３

に伴う立会調炎（0940）３２

１１．（黒髪南）｜lllxl沓:館.l:学部分室外櫛工事に伴

3．（黒髪南）臆外雨水符改修工事に伴う立会調

会調査（0941）１６

１２．（黒髪北）体育館屋外配水管改修工事に伴う

立会調査（0942）１７

１３．（黒髪北）教育学部本館Ⅱ期改修東側外満工

益（0905） ２６

４．（黒髪南）工単部研究実験棟準備室Ａ種接地

］期に伴う立会洲在（0937）３０

９．（黒髪南）エコロジーシステム実験室接地工

聯に伴う立会・発掘調査（0938）３１

１０．（)､|､(髪南）生物生息環境音禅解析室新営工事

事に伴う立会調査（0939）１６

１１．（黒髪北）体育館屋外階段改修工事に伴う立

工那に伴う立会,淵査（0922）２７

５．（黙髪南）ゴミ集職場取設工事に伴う立会調

術工事に伴う立会洲在（0934）２９

８．（無髪南）11.|図:i1l:館工学部分室他改修機械設備

禿（0961）３５

１７．（黒髪南）大学院自然科学研究科実験棟地圏

2８

立会洲在（0954）３４

１５．（黒髪南）環境整備駐輪場外灯設備工事に伴



学ﾉ1k寄宿舎駐輪場新営工馴こ{､ドう

3．（本jIl;''１）動物盗源開発研究施設棟南側歴外

ｌ兇管耐水修恥に伴う立会調査（0916）－５３

４．（本荘''１）枇内辿協崖根取設工事に伴う立会

(09()/l）

調在（0917）５３

５．（本;'1;'+I）ボイラー室変電設備改修その他I：

噸に伴う'Z会I洲交（0956）５４

Ⅱ－６本荘南地区（九品寺地区）５５

１．（水北南）保他単科Ｅ棟給水配管工事に伴う

6０

探査工学実験龍改修地気設備工事に伴う立会

調査（0962）３５

１８．（黒髪南）聯務Aj来客川駐車場取設工事に伴

う立会調査（0967）３６

Ⅱ－３黒髪東地区３７

１．黒髪団地（束地区）インフラ雛術に伴う.,Ｚ会

[:‘1１

7１

調査（0912）３７

２．（黒髪東）リ棚ﾘ支援'j』:校雌外給水符耐水修叫

5１

報告書抄録

立食洲在（0972）５５

大江地区（薬学部）５６

（大江）薬'¥:部育薬フロンティアセンター新

街その他血１１:に伴う立会調査（0906）－５６

（大江）薬学部樹木伐採・移植工事に伴う立

会訓企（0909）５６

（大江）薬学部青菜フロンティアセンター新

営その他近気設l1lli［聯に伴う立会調査(0911）

に伴う立会洲在（0913）３７

３．（黒髪北）教育学部Ⅲ〔教龍外榊l剤i:に伴う'Ｘ

会調査（0949）３８

４．（黒髪北）教f洋部束教室lliil･礎改修機械設備

に伴う立会i洲在（0903）

2．（医病）蝋味盤術（砥I折交換設備更新）

その２に伴う立会洲企（0908）

５．（大江北）錐学部屋外通路屋根取設工事に伴

Ⅱ－７

Ｌ

１
２

－
屍
竺
祷

付
付

Summary

工事に伴う立会洲在（0950）３８

５．（黒髪北）教育学部束教室耐震改修電気設備

工事に伴う立会調在（0951）３８

２

５
６
７

６
６
６

倣文

３

立会訓在（0931）４８

９．（医病）’1|こばと保育l1Iill1伽|ﾘﾙ雅術に伴う立

会調査（0936）４９

１０．（本荘北）腿学部晩輪j勤取殻工事に伴う唯会

６．（黒髪束）教育学部附偶特別支援学校小'､j4部

遊具設置［小に伴う肱会洲在（0958）－３９

７．（黒髪東）ソフトテニスコート給水I:}｣#に伴

う立会訓森（0969）３９

Ⅱ－４本荘北地区４０

１．（医病）基幹紺ｌｉｌｉ（聯ﾙ交換設備更新）ｌ刈i：

その１（変更）に伴う立会洲在(0907)－４０

２．（隊病）束病棟新州幾械I没備（術/k）工小

（変更）に伴う立会・発州11洲企（0923)－４２

３．（医病）東捕柳新‘牌機械殺術工事（術/k）追

加その２に伴う立会・発掘I洲在(0924)－４４

４．（医病）束病抑新悩'機械設備（術生）工』j仙

加その1に伴う立会・発掘洲在（0925)－４５

５．（医病）基枠盤附（rI家発屯設備史新）工』j＃

5８

工事に伴う立会洲在（0930）４７

８．（医病）東リ,ii柳北側排水杵等取設工‘11に伴う

4．（大江）薬学部緋義枕前外灯工事に伴う立会

洲盃（0947） 鋼

事に伴う立会洲在（0933）６２

２．（京町）附脇''1学校校舎南側雨水管改修1:聯

に伴う立会洲在（0963）６３

３．（京lIII）附刷Ｉｌｌ学校教育学部同窓会弔魂碑案

内ｲ州拙liifl:１Ｉに伴う立会調査（0970）－６４

6．（医病）第６病棟スロープ取設工事に伴う立

会調査（0929）４７

７．（本jil2北）雌礎研究棟北側プレハブ小嵯改修

Ⅱ－９京町地区

１．（京町）4６

う立会,洲在（0957）‐

6．（人江北）薬学部群間

伴う立会,’Ｍ§（0973）

鋼

に伴う立会洲在（0926）

薬学部群滋館屋外給水配符工瓢に

調査（0960）５０

Ⅱ－５本荘中地区５１

１．（本荘巾）１１１地区柵内カーブミラー取設|叩

６０

Ⅱ－８宇留毛地区

１．（字紹毛）

立会洲在

２．（宇柵毛）

〃Ⅱその５）

6０

９６

５１

附幌小学校プール他改修機械設備工

冊学生布令新営通気設備エリi：（迫

に伴う立会調査（0915） 6１

６２
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掘削状況（Ｗより）－

土屑堆秋状況（南より）

①地点作業風餓（北凹よ
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７
７
７
叩
叩
加

北東端掘削後（東より）

Mlli1Il状況（南より）－
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７ﾌ:真10
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写典１４

(l/2000） ８

掘削状況（北より）－

南地点ﾙ1Ⅲ状況（北より）
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似1３黒髪北地区火､卜における洲禿地点lmii1慨似’ 棚削風餓（南より）‐

棚削後状況（西より）

伽削風餓（東より）‐

掘削状況遠景（南東より）

(l/2000） ９

作業風鼓（東より）２０
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第Ｉ章 本年度の調査概要

本年度は，表２のとおり，発掘調査６件，立会洲査７３

件を実施した．

本年度実施した発掘洲益は，本荘北地区における東揃

棟新営工聯に伴う洲森（0923.0924.0925洲代地点)，

黒髪北地区における体育館改修電気設備工那に伴う洲推

(0935)，黒髪南地区における旧図書館工学部分室他改修

工事に伴う洲在（0932調査地点)，同地区におけるエコ

ロジーシステム実験察接地工事に伴う調査（0938訓在地

点）である．本年度は，昨年度に調査を終え建設が開始

された建物に関わるインフラ整備や，改修による設備整

備事業が中心であった．このため，本年度実施した発掘

調査は，１件（0925洲森地点）以外は立会洲在から発掘

調査に切り替わったIWIである．

０９２３．０９２４．０９２５洲査地点は，2001年度に実施した

0104調査地点にほぼ隣接する．0104訓森地点では，遺

構・遺物ともに密集して検出されたため，既存建物や近

年の工事による破壊が及んでいなければ，遺椛が遺存す

ることが予想された．調査の結果，東病棟に隣接する工

区はほぼ旧第５瓶棟跡地に含まれるか隣接するため破壊

されていたが（0924洲在地点．⑤工区)，これより離れ

ると包含噸及び過附而が検出され，遺柿も確認された

(⑤工区１部・⑦工|><一部.③．⑨．⑩工区)．本荘北地

区北側では，既往の洲盗で，遺跡の保存状態は良好で１１．

つ遺榊が密集していることが確認されているが，今1111の

調査で既存の建物IlIil辺は世跡が破壊されずに残されてい

ることを再確認した．

0935訓査地点は，武夫原（運動場）束．南周|M1と/ｋ

協・文化部室にかけての道路沿いに配線工事を行った

武夫原では，人孔部分で包含層・遺構面を確認できた‘

武夫原は旧制第五同等学校時代から新制大学発足にかけ

ての時期に，逆動メルとして造成・整備されている．１９９４

年の照明灯設澗にともなう調査の結果においても，造成

等による撹乱を確認した一方で住居杜や溝の'1J能性をも

つ遺椛を確認しており，今後とも掘削の際には注激が必

要である．

0932調査地点は，｜川刈普館工学部分室建物内であった

ため，遺構の残り具合については不明であったが‘地下

ピット設憧部分のみ洲査を行った結果、古代の満が検出

され，建物恭礎部分以外は破壊を免れていることが判明

した．

表１熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧（アミ部分は本年度調査した地区を示す）
地区名（学部名）NOL所在地遺跡名称遺跡の種類遺跡の時代備考

１

２

弓

黒髪北地区（法・文・教・大教セン

ター）熊本市黒髪２rll40-1
黒髪町遺跡集落｣11：

黒髪北地区（教育学部附属菱護学熊本市黒髪５ｒ１１１７－１
校）

黒髪南地区（工・理）熊本市黒髪２」.'139-1黒髪町辿跡集落M：

京町地区（教育学部附臓小．中学熊本市京川本丁5－１２京町台遺跡集落jll：枝）

純文・弥生・
奈良・平安

縄文・弥生・

奈良・平安

弥生・近･世

４城束地区（教ff学部附脇幼稚閲）熊本市城東5－９ 城岬11:・熊本城閲近世熊本城吐
迎辿柵

５教育学部新1Ｗ部腿jル

６合津マリンステーション

７本荘巾地区（医学部）

熊本llj新1W部)１１}雌倣2‘l()－１新南部遺跡散布地純文・弥生

上天車市松崎lIIj､大'j疹:合津前島貝塚集落｣11：細文．弥生
6061

細文・弥生．

熊本市本１１首２｣.I]２－１本庄遺跡 散布地・災落城奈良・平安．

1995年度のｊＷｆに

よって典塚でない

ことが判lﾘＩ

中枇

本庄遺跡

８本iM北地区(懐準細;M屈澗鵜）熊本市本,,皿１，－，（熊大臓1捷蝋職地喋落恥謡:難：
地逆跡）平安・近代

純文・弥生．
９本荘南地|Ｘ（保他蛾科）熊本市九IHI寺'11.1124-1本庄遺跡散布地・集落M：奈良・平安・周辺逝跡

中世

]Ｏ難学部熊本市火祇水'111.5-1大江世跡群１.椛徹11：奈良・平安周辺世跡

１１大江地区熊本ili波腿４１．１｣１－１大江遺跡集落jlI：奈良・平安

字留毛神社別散布地 弥生・奈良・
１２宇繍毛地区（1仙典宿舎）熊本11j黒髪７ｊ,I］

辺遺跡群平安

第Ｉ章本年度の調査概要



２

図'１ 黒髪町遺跡・本庄遺跡の位置と周辺遺跡の分布図（1/25000）
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10.48㎡

３㎡

3.24㎡

平成21年度埋蔵文化財発捌訓掻結果一覧

表22009年度調査一覧

遡構・世物なし

遺椛・世物なし

査里調杏面積時代調
調査期日調査番号 地点名 遺構・遺物

種類

(黒髪南）西門改修植栽移械~陣ji：立会洲在

(黒髪南）両門改修工邪立会調査

遺榊・世物なし0９．４．１５

４．１７

０９０１ １８㎡

内罪・塀新設に際し黒褐
色の住居城らしき迩榊検
出
それ以外巡榊・遺物なし

0９．４．２０

４．２２

４．２４

４．２７

４．３０
５．１

５．２５

５．２７

５．２８

０９．４．２３

０９．５．８

０９．５．８

０９．５．２７

０９．５．２８

０９．６．５

０９．６．４

０９．６．１１

０９．７．３
７．２２

０９．７．６

０９．７．８

０９．７．８

０９．７．１３

０９．７．２８

０９．８．７

０９．８．１０

０９．９．４

０９．９．４

０９．９.４

１０．２．２４

０９．９．２９

０９．１０．６

0902 422㎡

(本荘１１｣）１１:Ｉ地区構内カーブミラー虻会I洲在
取設工事

(宇留毛）学生寄術舎駐輪場新倣工立会洲介
事

(黒髪南）屋外雨水管改修!:邪立会洲査

(大江）薬学部育薬フロンティアセ立会洲炎
ンター新営その他工聯

(医病）基幹整備（電話交換設備更’X会洲在
新）-に事その１（変更）

(医病）基幹整備（巡話交換設備史立会洲在
新）工事その２

(大江）薬学部樹木伐採・移ｲ:lii工jjI：立会調査

(黒髪北）ガス配符修理立会I洲在

(大江）薬学部育薬フロンテイアセ血会洲秀
ンター新街その他樋気設備｣:Ｗ

黒髪団地（東地区）インフラ繋術立会,洲企

(黒髪北）非常勤誰帥宿油施設雌外立会,淵在
給水符漏水修理

(黒髪東）特別支援学校膝外給水符ｉｆ会洲盗
漏水修理

(黒髪北）文法学部本館耐潅プレー立会訓従
ス基礎まわり工那

(字留毛）留学生宿舎新営遮気設術立会i淵盃
工事（追加その５）

(本荘巾）動物盗源開発研究施設棟立会洲在
南側屋外配袴漏水修理

(本荘中）構内通路屋根取設I:邪立会洲査

(黒髪北）教育学部本館・文法学部立会細ｉＥ
本館Ⅱ期改修機械設備工!｝i：

(黒髪北）文法学部本館Ⅱ期改修外立会洲在
櫛工事（変更）

(黒髪北）文法学部本館11期改修Ⅲ〔立会洲奄
側外椛Ｔ調

(黒髪北）教育学部本館・文法学部立会洲在
本館Ⅱ期改修電気殻術工ｿ；

(黒髪南）工学部研究実験棟雌１１僻立会訓脊
Ａ種接地工事

(医病）東病棟新営機械設備（術立会調査
生）工事（変更）／発掘調

査

遺椛・辿物なし

逝榊・世物なし

0903 1.19㎡

0904 １６，．

遺術・遺物なし

遺椛・遺物なし

0905

0906

２
，
２
ｍ

。
。
〔
ろ

戸
、
ｎ
Ｕ

遺櫛・辿物なし

遺櫛・遺物なし

0907 11.48㎡

0908 L6㎡

遺椛・遺物なし

遺柵・辿物なし

巡構・遺物なし

0909

0910

0911

３

巡椛・遺物なし

遺椛・遺物なし

遺構・世物なし

464.8㎡

1.2㎡

0.6㎡

0912

0913

迩構・辿物なし

遺椛・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・進物なし

0.8㎡０９１３

3.5㎡0914

2㎡0９１５

0921

3㎡0916

遺椛・世物なし

逝椛・世物なし

0.44㎡

50.37㎡

0917

0918

0922 迩構・世物なし

0919

3.56㎡0920

8.26㎡

､珊鵬13

27～

3０

36㎡
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工区①0㎡
⑨15.9㎡
(0925含）

ピット・住jiil・
上師器j不・彼恵器蓋

古代0９．１０

１０

１０



世碓・遺物なし

４

調査の
種類

遺構・遣物調査面積時代調査期日調査番号 地点名

⑤⑥一部
50㎡⑪5.3
㎡

~に区③３９，１f代
㎡④54㎡
②25.5㎡

⑨15.9㎡
(0923.

0925含）

Ｔは⑨Ｉｌｉ代
15.9㎡

(0923含）
⑥7.2㎡
③7.2㎡
(ｎ23.7㎡

２
３
１
１
●
●
１
１
１
１

ピット(医抑ij）ル〔ﾘI>j棟斬'牌機械設備（術’1/:会I洲在
【k）｜:１１ｉ辿川Iその２／禿ｌＩＩＩ洲

代

0９．１０．１９
１０．２３

１０．２７～
１０．３０

0924

ピット・住居杜．満
.上師誕．高坪
kI11ii器．奴恵器

(脹捕）州Ii抑新悩･’機械設備（術虻会Ｉ洲代
りも）１:‘jI：迫llllそのＩ／発掘I洲

在

０９．１０．２７～

１０．３０
１１．１２

１１．１３

１１．１９

１１．２４～

１１．２６
１２．１～

１２．３

０９．１０．１３

１０．２８

０９．１０．２０

０９．１０．２１

0925

上師器(医病）ノI僻1終術（''1家発電設備災立会I淵従６４㎡
新）［ｌｊｉ

(照髪南）ゴミ集硫場取設_'二鞭’X会I淵在９．１９㎡

(黒髪北）教育'､j』:部本館・文法学部立会調査3.3㎡
本館11期改修機械波術l:事

(医ｿI)j）鮒６ｿI制;＃〔スロープ収設工1i：立会I洲:ｉｆｆ２㎡

(水>||;北）ノ,ⅧIijl:究棟北側プレハブ，1ﾉ:会I洲在0.9㎡
小膝改修I:リド

(Iｸ輔）ル〔ﾘI州〔北|Ⅲ排水符等収投l：’Z会I洲ｲiiミ１４㎡
邪

0926

ｋ師器

辿枇・遺物なし

0927

0928

遺柵・世物なし

磁器

0９．１０．２９

０９．１１．４

0929

0930

Ａ・Ｃ逝構・遺物なし
Ｂ化)1牡l上・縄文後期上
器・１１｢代土師器・須恵器

櫛
IIi代土師器・須恵器

0９．１１．１０

１１．１８

0931

(熟髪附）’'１ⅨｌｌＩｌ:館［学部分室他改立会I淵企
修工‘11：／発掘洲

作

地I･ｌｌ梁試IIf代
捌･ピット
試掘０．９８
㎡

外沸工那
230.7㎡

1.8㎡

0９．１１．１０

１１．３０～

１２．３
１２．１４

0932

倣会I洲在

立食Ｉ淵侮
／発棚洲
杏

立会洲介

(京町）附刷小学校プール他改修機
械設備I:'11：

(黒髪南）’11ⅨI淵航l:学部分室他改
修地気i没附.l:.‘jI：

(黒髪北）体fj:館改修遮気設備'二事

09330９．１２．９

０９．１２．９

１０．１．７

１．１２

１．１９

１．２８

２．２

１０．１．１２

１０．１．１３

２．２３

１０．１．１４

２．１７～

２．１９

１０．１．１５

立会洲在14.64,'ｆ 世椛・遺物なし０９３４

'Z会,洲在
/発伽洲
祥

423.21㎡，l『代・近
代

ビット

上師器発・坪・須恵器
唯粍した虻・磁器

0935

(|ｸ洲）’11こばと保育|刺駐叩場終備

(蝋髪l櫛）｜ｌＩＩｘｌＩＩＩ:雌［学部分室他改
修機械I没備I:'１i：

(黒髪術）エコロジーシステム実験
室接地Ｉ:'11：

)Z会I淵ｲiミ

虻会洲盗

jII1誕

辿棚・遺物なし

１２㎡

56㎡

0936

0937

'１/:会洲術

１０㎡純文 櫛
細文上器片

0938

(黒髪北）教育学部本館11期改修i叫
側外椛l:!｝i：

(照髪１１W）生物生心環境↑.f禅解析室
新営I:‘1$

世柵・波物なし0939 l２ｎｆ

1㎡ 世椛・遺物なし１．２６ ０９'1０１０

１謹査墨調査面積時代遺構･這物調査期日調査番号地点名
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0949

0950

立会洲充

血会I洲在

雲査皐調査期日調査番号詔 地点名 査面積時代 遺構・遺物

(黒髪北）体育館膝外階段改修l郡

(黒髪北）体育館屋外配水管改修

(黒髪南）’'二|図書館工学部分案外櫛
工事

(黒髪北）教育学部本館Ⅱ期改修東
側外構工事

(黒髪北）教育学部本館・文法学部
本館改修機械設術画Ｉ（Ⅱ期）

(黒髪北）教育学部本館・文法学部
本館改修機械設術工事（ⅡⅢl）追
加

(大江）薬学部講義棟前外灯工jji：

(黒髪北）教育学部束教案既設雌輪
場撤去・新設他工邪

(黒髪北）教育学部東教室外枇l:小

(黒髪北）教育学部束教宗Ⅲ虚改修
機械設備工事

(黒髪北）教育学部束教室耐震改修
電気設備工事

(黒髪南）生物生息環境音判解析龍
新営機械設備工事

(黒髪南）生物生息環境音紳解析宗
新鴬電気設備工事

(黒髪南）環境整備（駐輪j勝等）Ｉ：
:1；

(黒髪南）環境盤術駐輪場外灯殺術
~[小

(本荘中）ボイラー案変巡設術改修
その他｣二噸

(大江北）薬学部膝外辿路雌根収設
工事

(黒髪束）教育学部附属特別支援学
校小学部遊具設置工邪

(黒髪北）教育学部本館Ｂ棟配水
管・連結送水管工事

(本荘北）医学部駐輪場取設.［11：

立会洲炎

な会訓在

立会洲在

逆榊・遺物なし

遺椛・遺物なし

Ｖ'j庫:ﾉ刷巡柵（洲？）

■
■
■

（
、
叩
叩
〉
（
ハ
皿
叩
）
《
ｍ
皿
”
〉

毎
●
０
０
《
・
１
０
Ⅱ
生
『
０
０
Ｌ

１．２９

１．２９

２．２

0941

0942

0943

剛
ｍ
ｆ
ｍ
．
．
ｍ

『
Ｉ
上
勺
Ｉ
Ｌ
ヴ
Ｉ

立会洲査

立会I洲企

立会洲在

遺柵・遺物なし

迩櫛・辿物なし

遺椛・遺物なし

1０．２．８

１０．２．８

１０．２．８

0944

0945

0946

１㎡

３㎡

7.2㎡

1０．２．１２

１０．２．１５

蹴会洲在

:虻会洲在

遺柵・辿物なし

辿柵・世物なし

0947

0948

２㎡

45㎡

1０．２．１５

１０．２．１５

両

投

(黒髪南）備蓄倉庫２取設卿j：立会洲盗

(黒髪南）大学院自然科学研究科実立会洲ｲｆ
験棟地催|探査工学実験案改修晒気
設備工事

(京町）附属中学校校舎南側|:|j水禍：立会Ｉ淵企
改修工事

(黒髪北）体育館改修地気設術l:11：ｊﾉ:会洲査
(迩柱撤去）

(黒髪北）文法学部本館駐輪j肪撤去立会,洲奔
工事

(黒髪北）保健センターIMi雌外↑iii火）>冒会I洲在
栓取替て事

(黒髪南）事務局来容川脇Ｊ１[;l扮収設立会洲侮
~I冒事

(黒髪北）共用棟黒髪６揚水設術撤立会洲在
去他給水設備改修工事

(黒髪東）ソフトテニスコート給水．)X会洲在
工弔

(京町）附属中学校教育学部lIil窓会立会調査
弔魂碑案内標柱設限工』侭

遺榊・遺物なし

迩柵・世物なし

ｎ
ｍ
２
ｍ

Ｆ
ｈ
〉
・
刈
註

ハ
ｍ
Ｕ

１０．２．１５

１０．２．２２

１０．２．２２

１０．３．１

１０．３．１

１０．３．２

１０．３．３

１０．３．４

１０．３．４

１０．３．５

0951

0952

0953

0954

0955

0956

0957

095８

査
在
在
在
炎
炎
企
査
査
在

１
Ｉ
１
３
１
１
１
１
１
Ｉ

３
３
ｊ
制
ｊ
＃
ｊ
＃
ｉ
＃

〈
雪
へ
琴
〈
毒
〈
云
〈
蓉
へ
毒
〈
恋
〈
云
〈
恋
く
ま

一
Ｍ
上
払
坐
叫
士
Ⅸ
上
叫
上
Ⅸ
生
肌
挫
払
韮
Ⅸ
｛
坐

遺構・逝物なし

遺椛・辿物なし

巡椛・巡物なし

造,隣・遺物なし

遺碓・辿物なし

遺椛・迩物なし

遺柵・巡物なし

遺椛・遺物なし

遺櫛・世物なし

ｚ
ｍ
２
ｍ
．
、
．
、
２
ｍ
２
ｍ
副
、
２
ｍ
？
、

５
５
１
２
２
２
３
２
２

ｎ
Ｕ
１
』

0.83㎡

0.7㎡

0959

遺椛穫土検出、計IIIIi変災
により保存・進物なし

遺椛・遺物なし

遺構・遺物なし

0960 １７１㎡

１０．３．１０

１０．３．１１

１０．３．１１

１０.３．１２

１０．３．１５

１０．３．１６

１０．３．１９

１０．３．２３

1０．３

１０．３

８
８

0961

0962

遺榊・辿物なし

辿構・辿物なし

遺榊・世物なし

辿椛・世物なし

遺椛・遺物なし

遺椛・世物なし

ピット。浅い窪み
弥生時代誰補Ii縁部

遺椛・辿物なし

0.63㎡弥生

1.2㎡

0.48㎡

0.8㎡

2.34㎡

3.76㎡

0.24㎡

0.12㎡

0963

0964

第Ｉ章本年度の調査概要

0965

0966

0967

0968

0969

0970



６

調査の
種類

調査期日調査番号 地点名 調査面積時代 遺構・遺物謹査墨調査面積時代遺構･遣物調査期日調査番号地点名

1０．３．２３０９７１

1０．３．２６０９７２

1０．３．２６０９７３

(無髪北）文法学部IIf紙倉ｊに設置工立会訓炎1.8㎡
小

(木荊;南）保健学科Ｅ棟給水配管工立会洲在8.7㎡
'11：

(火江北）薬学部群滋館雌外給水配立会I洲森（).34㎡
符［11Ｉ

過榊・遺物なし

辿柵・遺物なし

世柵・世物なし

0938調査地点は，いわゆる照髪南地i><倣地の外（東

側）にある．かつて衆が建っていた場所で，現在は動物

飼育小屋・実験用I刺地・実験川プレハブがある．柵在は

1997年に建設したエコロジーシステム突験棟（9907）訓

炎地点の南側に隣接する今'111の調査では，予想された

とおりに縄文時代後期の遺物が出-ｔしたほか，遺構とし

ては古代の溝が検出された．

本年度実施した発掘調炎では，これまでの洲在成果を

追認・補強する結果を得ることができた．また広範|〃|・

多地点に及んだ立会調盗では榊内遺跡における巡拙の残

り具合をしることができ，今後の躯業・洲在にｲ『益な情

椛を得ることができた．特に本年度からは照髪北地区で

第Ｉ章本年度の調査概要

の再開発邪推が本格化し，情報が乏しかった黒髪北地区

において地下の状況を少なからず把握できた．

やむをえずjIM戯文化財の破壊を免れることのできない

工事では発州'|,淵光を実施して記録をのこしたが，設計変

更がIjI能な箇所では保存処侭をとることができた．遺椛

の遺存が不明であった0932調張地点は，立会調査の意義

をなした一方で，掘削の範朋特に深さが軽微であり，埋

蔵文化財への影料がない工那も多かった．既往の調査結

果が．ｌ:小設I汁や行政指導に今後とも有効に反映．活川

されるよう期待する



第Ⅱ章 査調査の記録

Ⅱ－１黒髪北地区 (Ｍ２．３参照）

１．（黒髪北）ガス配管修理に伴う立会調査（0910）

＜調査期間＞

2009年６月１１１１

＜調査対象面積＞

３㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

３年ごとに実施している全学的なガス検査によってガ

ス漏れ箇所が発見されたことを契機とする．市文化課に

緊急［事で立会を承諾されたと，ｌｌｌｌ初の掘i1ill工4Ｉの開

始1111:前になって施設部担当料が洲代依頼をしたものであ

る．

地表下1.4ｍほどの深さまでおよそ1.5×2ｍの範|ﾙ|で掘

削したが．既存埋設符の掘削部内に,|;|い'#し．撹乱を受け

ていた．遺物・遺櫛ともに発兄していない．

写真１調査区遠景（南より）

写真２埋設ガス管検出状況（北より）

７

２．（黒髪北）非常勤講師宿泊施設屋外給水管漏水修理

に伴う立会調査（0913）

＜調査期間＞

2009年7jj8II

＜調査対象面積＞

1.8㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

水道符の破批による水漏れが発生したため，熊木巾教

育委典の許可を得て，立会のもと修理]郡を行った．

知命唯の南側．くすのき会館との渡り廊下lILiの階段付

近において，0.96×0.66ｍの範囲を掘削した．地表ド0.52

ｍで既設管を検11}し．作業のため0.65ｍまで州!iＩしたが

j1Mklﾉﾘであった．ｊＭｆ・遺物の検出はない．

写真３知命堂前作業風景（南西より）

写真４掘削状況（西より）

第Ⅱ章調査の記録



８

図２黒髪北地区西半における調査地点配置図（1/2000）
'一 屍 ‐

Ｗ● 宅再 品●
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□

図３黒髪北地区東半における調査地点配置図 (1/2000）
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1０

３．（黒髪北）文法学部本館耐震ブレース基礎まわり工

事に伴う立会調査（0914）

＜調査期間＞

2009年７月1311

＜調査対象面積＞

７㎡

＜調査員＞

大坪忠子．

＜調査概要・結果＞

既設の地中梁に耐挺ブレース基礎を設慨するｌ:ｿi:であ

る．文法学部棟木館の西側と東側において，’Z会I淵在を

行った．いずれの地点においても，既存の地''１梁の脇を

|脇20ｃｍ，梁の頭から深さ10ｃｍ程度掘削したが．建設時

の掘り方内であり遺椛・遺物の検出はなかった．

写真５文法東側地点作業風景（西より）

悩幽蓋31座 難ジＷ／”n脚1皿

写真６文法東側地点掘削状況（西より）

第Ⅱ章調査の記録

写真７文法西側地点掘削状況（西より）

、面へ距当

’邸､ｂ，
ﾛｰ■

I管守

ＬＪ千

蝿.１J･

雛‘
影＝一、

夕 》〆

７

４．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館Ⅱ期改修機

械設備工事に伴う立会調査（0918）

＜調査期間＞

2009年9ﾉj4日

く調査対象面積＞

50.37㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

文法学柵本館東側とIﾉⅧIに給排水符を敷設する]刻;で

ある．刺１１は南北２簡所に分かれるがそれぞれ雌もｊ１ｌＩ

削深度が深くなる析設侭部分および机につながる陥符の

ドＦ部分の棚I|削について立会った．北側の柵設綴部分で

地表ﾄ゙ 0.75ｍ，南側の柵設慨部分では地表下0.55ｍ秘腿

を州Ｉしたが，遺構・遺物の検州はなかった．校舎に分

岐するimi州:は0.3ｍ程庇と浅く，文化財への影響は無い

と11断した．

文法学部本館西側では，0.7ｍまで一部を掘削したが

この深さでは世椛・遺物の検川は無く，残りの箇所につ

いては慎１１tに［事するよう指示した．

写真８文法学部本館東側北地点作業風景（南東より）

h



写真９掘削状況（北より）

写真１０南地点掘削状況（北より）

５．（黒髪北）文法学部本館Ⅱ期改修外構工事（変更）

に伴う立会調査（0919）

＜調査期間＞

2009年９月４Ｈ

＜調査対象面積＞

464.8㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

本件は文法学部本館VLi側と，ＡＩ洲蕊棟の周I〃|に集水

析を設置し，文法学部棟とＢ講義棟を結ぶ渡り廊下の

屋根の基礎設綴，舗装等の工郡である．もっとも掘削が

深い集水粉部分と，渡り廊下の屋根の恭礎部分の棚iI削に

ついて立会調査を行った．

集水析は，文法学部棟沿いとＡ識義棟沿いの２箇所

について掘削を行ったが，いずれも建設時の掘り方内で

あり，遺構・遺物の検出は無かった．また．屋根蕪礎に

ついても，地表下0.7ｍまで掘削したが，現代埋土内で

あり，遺構・遺物の検出はない．他の工覗は掘削がこれ

らより浅いため，‘膜垂に］卵するよう指示した．

1１

写真１１Ａ講義棟角集水粉部作業風景（西南より）

写真１２Ａ講義棟角集水耕部掘削状況（南より）

写真１３文法学部棟沿集水耕部掘削状況（西より）

写真１４渡り廊下屋根基礎部分作業風景（北東より）

第Ⅱ章調査の記録



１２

写真１５基礎部分掘削状況（北より）

６．（黒髪北）文法学部本館Ⅱ期改修東側外構工事に伴

う立会調査（0920）

＜調査期間＞

2009年９｝j411

2010年２月241i

＜調査対象面積＞

3.56㎡

＜調査員＞

大｣．､|猫j亀．

＜調査概要・結果＞

文法学部本館東側に，校舎沿いに集水,W|･を設置する．1菖

事である．ｌ×１ｍの範囲を地表下0.9ｍまで掘削したが

校舎処設時の掘方内と見られ，世柵・辿物の検出はな

かった．残りの箇所については慎重に｣訓を進めるよう

指示した．

文法学部棟の東側の緑地帯に，樹木を移柿する計仙iに

ついては，急遮計獅変更で移植は行わず，ベンチを数簡

所設慨することとなった．変災については熊本市教育委

員会にｒ承を得て，立会訓森を行った．校舎際に．低木

を柿戦する筒所では，0.4ｍ掘削したが，ｊＩＩｌ士内であり

文化財には影判がないと判断した．ベンチ投股について

は，ある税度すきとりを行った上で樹氷の抜き取り跡等

を避け，0.25ｍのﾙI|削を行った．皿上内であり，施工よ

しとした．

第Ⅱ章調査の記録

写真１６集水耕部作業風景（東より）

写真１７掘削状況（北より）

写真１８植栽地点作業風景（東より）

写真１９植栽地点掘削状況（西より）



写真２０ベンチ基礎地点作業風景（南西より）

写真２１ベンチ基礎地点掘削状況（南東より）

７。（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館Ⅱ期改修電

気設備工事に伴う立会調査（0921）

＜調査期間＞

2009年９月291-|

＜調査対象面積＞

8.26㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

建物間の道路を横断する掘削工’jIである．掘削部の西

側半分は既存の排水符により部分的に破壊を受けている

また，東西両端部も建物蝋雌によりすでに破壊されてい

る状況である．部分的に残るプライマリーな土壌堆積を

観察すると，アスファルトの１，．，地表下0.5ｍまでは道

路基礎のバラスル1であり，地I||肺1である黄褐色士は地表

下90ｃｍほどで確認できた．そのlNlは暗茶褐色土届が存

在するが，遺物や遺柵はまったく碓認できなかった．

1３

写真２２調査区遠景（南より）

写真２３掘削状況（西より）

産

写真２４土層堆積状況（南より）

８．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館Ⅱ期改修機

械設備工事に伴う立会調査（0928）

＜調査期間＞

2009年lOjj2111

＜調査対象面積＞

46.4㎡（|ﾉ13.3㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

既設の浦火栓から給水管を配管する工事である．細長

く掘削するため，３簡所において試掘を行うことにした．

第Ⅱ章調査の記録



1４

分岐点である消火栓の北側を1.5×1.0ｍの範|雌|で＃i伽

したところ（①地点)，地表下0.6ｍ程度で古代の辿物包

含岬1を検出した．－１冒州こ必要な深さは確保されるため，

これ以上の掘削を行わないことを確認，慎重に作業する

ように指示した．辿柵・遺物の検川はない．

社会文化科学研究科研究室北側のプレハブ排近くが，

徹路の中間地点であり，ここを②地点として試州した．

0.8×1.5ｍの範囲を地表下0.7ｍまで掘削したが．jlI1上内

であり辿椛・遺物の検出はない．

社会文化科学研究科研究窯建物の北東隅を③地点とし

て0.6×1.0ｍを掘削した．地表下0.7ｍまで掘削したが

肌上|ﾉﾘであり遺櫛・辿物の検出はない．

写真２５①地点作業風景（北西より）

写真２６①地点掘削状況（西より）

写真２７③地点掘削状況（北より）
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９．（黒髪北）体育館改修電気設備工事に伴う立会・発

掘調査（0935）

＜調査期間＞

201()イドｌノｊ７日・’２１１．１９日・２２１１．２８日

2010年２ﾉ]21-｜

＜調査対象面積＞

423.21㎡

＜調査員＞

小畑弘1-1』．

＜調査概要・結果＞

法学部棟から引き込んで道路を超えて凹側の武夫原内

を経11Iして体育館へ繋がる経路である．法学部棟から武

夫原の雌初の人孔（人孔NQ1）およびその間の配線部‘

武夫脈南東端の人孔（人孔NO2）部分を立会調査した

人孔N()Jにおいて土器の包含層を検出したので，市文化

課に迎締し．そのまま発掘へ移行してよい旨を受け，発

掘洲恋に切り替えた．

洲在は小畑が一人で行った．

＜人孔Ｎｏｌ＞

人孔Nql部分では，遺物包含脚と地'11に掘り込まれた

柱穴と思われる直径0.4ｍ，深さ0.9ｍ余りのピット１つ

を検出した．それ以外にやわらかな無色土を含む不整形

な0.3～0.4ｍほどのピットがあるが，深さが0.2ｍと浅く‘

遺物も含まないことから，これらは根穴と思われる．

韮本脚i参は，上から砂解（厚さ15cm)，バラスル＃（''’４

さ15cm)，埋め上Ⅲ１（厚さ35cm)．２ル1：黒褐色二Ｗｉ

(IIucl()ＹＲ1.7/l）一遺物包含届（11,fさ５cm)．３屑：黒

褐色-Ｍ,１（Hucl()YR3/2）一遺物包含屑（厚さ30cm)，

４１Ｗ：Ｍ１褐色土曜（Hue7,5YR3/2）：地山層．肉眼では‘

２ﾙｲが淡い蝶，３１Wが階茶褐色，４ル1が茶褐色という色

感である（ﾂﾌ:真28)．

出上辿物

柱穴１（Ｍ１）からは，土師器謡・』不を中心として，

須恵器も含め20点ほどの破片が出土した．検出面から深

さ0.5ｍほどのところに集中していた．

く人孔No.２＞

人孔No.2は，埋め土間の下が，淡茶褐色土層であり‘

摩耗した凡ﾊ･や磁器茶碗の破片などが出土した．近代以

降のものと思われ，これを本調在Ⅸのｌ屑とした．地表

曲からの深さ1.2ｍほどを下げた時点で，人孔ＮＣ,1の２

１弾と思われる遺物包含ﾙｻが厚さ0.1ｍほど堆積している

のを碓制した．このﾙｻからは須忠器商台碗の口縁部の破



片１点が出土した．掘削部の両半分は，依然ｌ層と同じ

であり，南側壁の土卿を確認したところ，２脳を切り込

んでおり，南北方向の識になるものと思われる．掘削深

度がこれ以上深く及ばないため，この面で調森を終了し

ている（写真29)．

堆本照序は…砂屑（厚さ20cm)，バラス屑（20cm)，１

１Ｗ：淡茶褐色土胴（HuelOYR3/3）一近代畑もしくは溝

の覆土層（厚さ８０cln)，２牌：黒褐色土層

(HuelOYR1.7/l）一遺物包含１W，３肘：黒褐色土屑

(HuelOYR3/2）一遺物包含脚である．

出土遺物としては，ｌ屑から出土した瓦？２点，磁器

茶碗１点，２層から}|)土した須恵器商台付椀破片１点が

ある．

＜道路横断部分＞

法学部;陳と人孔NO1を繋ぐ配管部分の掘削は，道路下

0.65ｍであり，この部分は0.7ｍで人孔NbLlの遺物包含層

である２層が現れる．道路西端から人孔NOlの掘削部分

の間は，商圧ケーブルや給水管，暗渠などで部分的に撹

乱を受けていた．迩物・遺術ともに検出していない（写

典30)．

武夫原内の人孔Nolと人孔NO2INjは，人孔部分の-柵の

観察により，グランドレベルから深さ0.65ｍまでは埋め

上岬もしくは近代畑士であり，辿物包含刑である２屑上

面のレベルは南へ行くにしたがい低くなるため，伽削深

度が包含屑に達することはないことから，慎飛にl郡を

進めるよう指導した．

＜体育館前～武夫原南側道路＞

2010年１月131-1に体育館前の人孔部分について立会調

秀を実施した．地表下0.65ｍほどで暗褐色土になり．地

山の褐色土は1.0ｍほどで露出する．その間の0.8ｍ付近

に厚さ２ｃｍあまりの硬いﾙｻがレンズ状に断片的に認め

られたが人為的なものである可能性は少ない．遺術・

遺物ともに認められなかった．

＜便所横～学生会館前交差点＞

2010年lH19I~1に立会洲在を実施した．武夫原南東端

の人孔部分の調査と士層の堆硫状況はlIilじであり，配線

部分の掘削深度である地表下0.65ｍではまだ近代もしく

は近lItの畑土であり，巡椛・遺物ともに検出していない．

く学生会館北側広場～西側道路＞

2010年１月22Ｈに立会調炎を実施した．人孔部分はほ

とんど埋設杵（排水符）や不明の撹乱によって破壊され

1５

ており，辿櫛・遺物ともに検出していない．わずかに残

る未撹乱部分での上Ⅳ棚察によると，地表下0.8ｍまで

埋土であり，深さ1.2～1.1ｍ部分に黒.色の強い色調の屑

がある．そのヒドは暗褐色土である．未撹乱部分におい

ては土器などの包含される状況は確認できなかった．地

表下1.35ｍまでlIlllWljしたが，問い地山には達していない

ようである．これから東側に延び，建物に引き込まれる

部分については，人孔から３ｍほど掘削に立ち会ったが，

掘削深陛は地衣下0.65ｍであり，埋土層内に収まるため‘

そのままエリiを進めるように指導した．

道路部分は人孔から横断部分と南側に延びる部分があ

るが，南側に延びる部分約20ｍの南北端２ｍずつを立会

い，上肘を確認したが，掘削深度0.7ｍの上部はすべて

埋土であり．既撹乱部分に,W|当することから，それ以後

の工事は慎.砿に進めるよう指導した．

＜文化部室東側人孔～北地区ポンプ室＞

2001年ｌノj2811に立会洲在を実施した．文化部室建設

時の発掘I洲在の成果（洲炎番号9802）などの成果により‘

遺物包含脳は地表|､.1.0ｍで検川されることが予想され

ることから，それよりルlⅧ深度が深い人孔部分のみ立会

洲森を実施した．その紡果，1.05ｍで直径5ｍｍほどの

赤色士のパミスを含む無色．|州が現れた．遺物包含ｉ州Ｉ

？''iﾙ1と思われ，徐々 にﾙIl1iiI深度1.35ｍまで下げたが，世

物は出Ｉ:しなかった．

＜体育館南側～プール配線＞

2010年２ｊｊ２１１に立会洲裾を実施した．地表下0.4ｍ

までは現代理ｔであり，その下部は0.65ｍまで黒褐色土

であった．その下部はりl茶褐色の二'二層となる．これには

ニガ士が含まれ，地'11であろうと思われるが，遺構は検

出できなかった．上部の黒褐色土隔を含め，遺物は出土

していない．

写真２８人孔No.１遺構検出状況（南より）

第Ⅱ章調査の記録



１６

写真２９人孔No.２掘削後状況（北より）

写真３０道路横断部分±層（北より）

10．（黒髪北）教育学部本館Ⅱ期改修西側外構工事に伴

う立会調査（0939）

＜調査期間＞

2010年１月151.1

＜調査対象面積＞

１２㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

樹木伐根部分のみ立会訓査の脂導であったため，ｊＩＩｌ削

に立ち会った．根の深度が浅く地表下().3～0.4ｍほどし

か掘削しなかったため，埋土内にとどまり，遺椛・辿物

ともに検出していない．

第Ⅱ章調査の記録

写真３１掘削風景（南より）

写真３２掘削後状況（西より）

11．（黒髪北）体育館屋外階段改修工事に伴う立会調査

（0941）

＜調査期間＞

2010年１〃2911

＜調査対象面積＞

１㎡

＜調査員＞

小畑弘LL．

＜調査概要・結果＞

階段の堆側Ｉ'Ⅷ部のi､.をおよそ().5ｍ掘削し，基礎を

作り直すＭｉであった．掘削部分は，体育館本体の基礎

伽り部分内に１;||､ﾙiし，すべて理上（撹乱土）であった．



h4

写真３３掘削風景（東より） 写真３５第１トレンチ掘削風景（東より）

写真３８第２トレンチ掘削後（西より）

第Ⅱ章調査の記録

1７

12．（黒髪北）体育館屋外配水管改修工事に伴う立会調

査（0942）

＜調査期間＞

2010年１月29日

く調査対象面積＞

１㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

体育館の南側から東側を通り，北側道路を横断して武

夫原内のマンホールへ繋がる現配水符ルートに沿って，

新設の配水管を通す工事である．マンホールに近い部分

で地表下1.4ｍで，南側のコーナー部分で0.8ｍほどであ

る．この２箇所において土層および文化屑の右無の確認

を行った．ほぼ現配水管の真横を幅0.5ｍほど掘削する

ため，そのほとんどが撹乱されており，’41然届は北側の

第１トレンチ東側で一部確認できたにすぎない．この郁

分においては地表下0.6ｍで旧地表土が確認できたが

これも近代もしくは近世の畑土であると思われる．その

下部においても遺構・遺物ともに確認していない．

写真３４掘削後（南より）
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写真３６第１トレンチ掘削後（南より）
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13．（黒髪北）教育学部本館Ⅱ期改修東側外溝工事に伴

う立会調査（0944）

＜調査期間＞

2010年２月8日

く調査対象面積＞

１㎡

＜調査員＞

小畑弘凶．

＜調査概要・結果＞

立会洲在対象地は道路iiiより0.8ｍほど高い緑地部で

あり，搬土が予想された．そこで，雌も掘削深度が低い

部分であるスロープと道路の接点部分である．洲裾対象

地の北東部を掘削して，棚の状態を洲在した．その結

果，地表|､0.35ｍで赤褐色のパミスを含む暗褐色|州を

確認した．その上部はガラスやコンクリートガラの混じ

る埋土であった．この暗褐色士隔は乱されていないﾆﾋﾙ１

で．近11t以前の堆積物である可能性が高いが，他の伽削

部分は，掘削深度が0.2ｍほどであるため，影郷はない

ものと判断された．世柵・逝物ともに確認していない．

写真３９掘削状況遠景（南東より）

写真４０北東端掘削後（東より）

第Ⅱ章調査の記録

14．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館改修機械設

備工事（Ⅱ期）に伴う立会調査（0945）

＜調査期間＞

2010年2ﾉ181.1

＜調査対象面積＞

３㎡

＜調査員＞

小畑弘LL．

＜調査概要・結果＞

訓秀対象地は建物に隣接しており，建物基礎掘りの範

囲内に収まることが予想された．捌削（深度：0.5ｍ）

の結果，予想どおり．撹乱された土１Ｗが堆積しており，

遺椛・辿物などは伽淵できなかった．

写真４１掘削状況（南より）

写真４２北側掘削部（東より）



15．（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館改修機械設

備工事（Ⅱ期）追加に伴う立会調査（0946）

＜調査期間＞

2010年２月８日

く調査対象面積＞

7.2㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

消火管の水道管の付け替えに伴う工事であり，掘削深

度は0.7ｍであった．掘削部分はⅢ配水符や雨水管など

の設慨のための掘削により撹乱を受けている部分がほと

んどであったが，北側部分の深さ0.6ｍで安定した土隔

を確認した．粘性が強い明褐色ｆﾙｻであり，近代～近世

の堆稚物と思われた．工事を慎愈に進めるよう指導した

写真４３掘削地遠景（南より）

写真４４掘削部北部掘削後状況（西より）

1９

16．（黒髪北）教育学部東教室既設駐輪場撤去・新設他

工事に伴う立会調査（0948）

＜調査期間＞

2010年２月15日

く調査対象面積＞

４５㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

駐輪場の基礎コンクリート（厚さ0.2ｍ）を撤去し

地表下0.65ｍまで掘削して新たな基礎を作る工事である

掘削深度までは，まだ雌k内であり，遺構・遺物ともに

確認できなかった．

写真４５掘削風景（北より）

写真４６掘削後のようす（北より）

第Ⅱ章調査の記録
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17．（黒髪北）教育学部本館Ｂ棟配水管・連結送水管工

事に伴う立会調査（0959）

＜調査期間＞

2010年３月４R

＜調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

建物に沿って，幅0.5ｍ，深さ0.4ｍの掘削を行うもの

であり，南北両地点とも建物基礎の掘削部内に相当する

位慨にあり，すでに撹乱されていることが予想された

Mlli1Uの結果，予想辿り撹乱土のみが認められ，遺構・辿

物ともに確認できなかった．

写真４７南側調査地点遠景（東より）

写真４８南側調査地点建物横掘削部（南より）

第Ⅱ章調査の記録

18．（黒髪北）体育館改修電気設備工事（電柱撤去）に

伴う立会調査（0964）

＜調査期間＞

2010イド３月１１口

＜調査対象面積＞

１２㎡

＜調査員＞

大坪志．r･．

＜調査概要・結果＞

電線の地中化に伴い．遮柱を撤去する工事である．電

柱の根元にある地中梁までを掘削し，引き抜く工事であ

る．北から番号を付し，それぞれ①地点では0.4ｍ，③

地点では0.7ｍまで電柱の根元周囲を掘削した．③地点

では実際に引き抜きまで立ち会ったが．文化財に影響な

かった．出上遺物・遺櫛はない．

写真４９作業風景（東より）

11

写真５０①地点掘削状況（西より）



写真５３抜き取り後の様子（南西より）

写真５１③地点掘削状況（南より） リート基礎の下の砕ｲiIlIに塊股されており，亜機で転が

すように撤去できた．埋上内であり，逝椛・遺物の検出

はない．樹木移植は行っていない．

2１

20．（黒髪北）保健センター前屋外消火栓取替工事に伴

う立会調査（0966）

＜調査期間＞

2010年3jjl2II

＜調査対象面積＞

０．８㎡

＜調査員＞

大坪志j･．

＜調査概要・結果＞

保健センターI)iiの緑地梢にあるii1j火栓に漏水があるた

め．取替え工輔を行った．既存の消火栓の周洲を0.8×

1.0ｍの範|〃Iで，地表下().8ｍまで棚I棚したが，掘り方内

である．世椛・世物の検出はない．

19．（黒髪北）文法学部本館駐輪場撤去工事に伴う立会

調査（0965）

＜調査期間＞

2010年３月ｌｌｌｌ

＜調査対象面積＞

114.73㎡（内0.48㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

駐輪場を撤去する［小である．コンクリー1､基礎は破

砕し、上屋の蕪礎の撤去に立ち会った．洲喋礎は，コンク

写真５２作業風景（南西より）

写真５４作業風景（北東より）

閣哩尋

写真５５掘削状況（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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21．（黒髪北）共用棟黒髪６揚水設備撤去他給水設備改

修工事に伴う立会調査（0968）

＜調査期間＞

2010年３月１６日

く調査対象面積＞

1708㎡（3.76㎡）

＜調査員＞

大坪志ｆ、

＜調査概要・結果＞

共川棟黒髪６の受水ｲﾘﾘを撤去し，給水楠を蝶ぎ1111:すＩ二

llIである．既設の給水梢:を探し，繋ぎ１１１１:すルートをⅢllIIi1

した．一部において地表1,.0.6ｍ前後で包含1Ｗを確認し

たが．遺構・遺物の検出はなかった接続部分は0.8ｍ

まで掘削したが，埋士内であり文化財への彩粋はないと

､ﾘ断した．

水槽の基礎部を掘削したところ，深さは0.6ｍ程度で

あり，破砕して除去する撤去法をとるため掘り方|ﾉ1に収

まる．使重に作業するよう指,｣§した．

写真５６作業風景（北より）

1１

!ﾘノ

皿図

画９

写真５７掘削全景（南より）
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22．（黒髪北）文法学部古紙倉庫設置工事に伴う立会調

査（0971）

＜調査期間＞

2010年３jl23II

＜調査対象面積＞

47.8㎡（|ﾉ11.8㎡）

＜調査員＞

大坪志．ｆ、

＜調査概要・結果＞

既設の倉１版を解体・撤去し，新たに古紙倉庫を設置す

る．1期である．既設倉jilifの恭礎は，破砕して除去し，新

しく造る術lIliの韮礎部を掘削した．２箇所において１．０

×0.9ｍの範|州Iで0.5ｍの深さまで州Iillしたが，埋土内で

あり遺榊・進物の検出はなかった．

写真５８作業風景（西より）

口

写真５９掘削状況（北より）

至一q

，謝雪鶴謹認灘零。ｂ



Ⅱ－２黒髪南地区 (側ｨ１１．５参照）

１．（黒髪南）西門改修植栽移植工事に伴う立会調査

（0901）

＜調査期間＞

2009年４月１５１．１．１７１．１

＜調査対象面積＞

１８㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

西門改修工事簡所にｲfｲIﾐするイチョウの水の移植に伴

う立会工事であり，まず移植先の州削工.‘｣I:に'1/:ち会った‘

現地は駐車場の緑地部分にあたり，芝11,1i状態である．地

表下1.65ｍの深さまで州Ⅲしたが，すでに慨iliI』を受けて

おり，遺構・遺物ともに発兄されなかった．移仙元のに

Ijfは根の部分を111〔代２ｍほど残して，周|ⅡIをおよそｉｍ

幅で円形に掘削するもので，地表下1.8ｍほどwllIlI1iIしたが．

すべて硬い埋土であった．世榊・巡物ともに検||{してい

ない．

写真６０移植先遠景（北より）

写真６１移植先掘削状況（西より）

2３

写真６２移植元掘削状況（西より）

写真６３掘削後（南より）

２．（黒髪南）西門改修工事に伴う立会調査（0902）

＜調査期間＞

2009年４月20日～５月2811

＜調査対象面積＞

422㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

工馴は，１:剰え内の１．外灯撤去，２．門柱・マン

ホール撤去，３．イーijIi・表〃1コンクリート撤去，４．’１１１

扉・塀新設，５．車止め・'1W染新殻に分けて笑施され，

そのつど[猟立会を実施した．

ｌ～３に関しては．工'川>〈:内が|Ⅱ巡動場而まで州IjUを

受けているため．工事区前1mのり,↓道の歩道部分から深さ

0.4ｍほどまではすべて埋上であったため，遺構・遺物

ともに検出していない．しかし，４の工事に閲しては

一部においてそれ以上の深さの伽削が行われた．刺IIlI1j

扉部と刺!|lｲ了垣部に関してはほぼ既仔削平深度までしか

側11削が及ばないため，東側|Ⅱ肋l；部において黒褐色の住ﾊ'｝

;M:らしき遺術を検出したが，そのまま保存している．ｉ｝{ｊ

側の門扉部の掘削は西側の大学境界の道路面より．深さ

第Ⅱ章調査の記録
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図５黒髪南地区（東部）における調査地点配置図（1/2000）

第Ⅱ章調査の記録

写真６４外灯移植工事区遠景（南より） 写真６６新門柱基礎掘削風景（北西より）

111迎動j勝iiliは)iIil辺道路より0.4ｍほどの深さに相当し‘

この硬化而の下には世柵が存在しており，今後の周辺道

路での工斗Ｉには文化財保謹のための恢重な対応が求めら

れる．

写真６５外灯基礎部掘削状況（東より）

0.4ｍほどで黄褐色の地111而を検出したが，範州内にお

いて遺樵は発見できなかった．

外灯付設部分は門柱基礎部の掘削で取り込まれる範囲

であり，先の立会の際，やや色調は薄いものの，遺椛ら

しきプランを把握していた部分である．掘削の結果，こ

の遺構らしきプランは撹乱（ゴミ穴？）であり，この部

分がすでに破壊を受けていることが判明した．

北側道路に連接する暗渠用排水管工事の掘削深度は道

路而より0.65ｍであり，掘削に伴い立会調査を実施した

が，世櫛・遺物ともに確認できなかった．車止めに関し

ては，捌削深度が0.45ｍと浅いこと，周辺での立会状況

からみて，遺構の存在する可能性は少ないことから慎重

に工事を進めるよう指導した．
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写真６７門柱基礎部掘削後と北側道路（南より）

写真６８門開閉部基礎掘削後（北より）

写真６９西側道路境界部基礎掘削後（北より）

写真７０外灯基礎部工事風景（西より）

第Ⅱ章調査の記録

写真７１外灯基礎部掘削状況（西より）

写真７２暗渠用埋設管掘削風景（西より）

写真７３暗渠用埋設管掘削部（西より）

３．（黒髪南）屋外雨水管改修工事に伴う立会調査

（0905）

＜調査期間＞

2009年５月８１１

＜調査対象面積＞

5.8㎡

＜調査員＞

大坪志子．



＜調査概要・結果＞

南地区生協前の２筒所の雨水机について，既設の汚水

机に配管を通す~|郡である．

それぞれ幅0.68ｍ，深さ0.5ｍの掘削を行った．この深

さまでは山砂と現代埋土であり，包含屑や遺構而に達す

ることは無かった．辿物の出土もない．

写真７４①地点作業風景（東より）

写真７５①地点掘削状況（東より）

翼１

写真７６②地点作業風景（北東より）

【〃ｉ
ＺＭ

掴

2７

写真７７②地点掘削状況（南より）

４．（黒髪南）工学部研究実験棟準備室Ａ種接地工事に

伴う立会調査（0922）

＜調査期間＞

2009年ｌＭ６ＩＩ

＜調査対象面積＞

3.6㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

１自学部研究実験棟準備室南側から，熊本県地域結集型

研究開発プログラムコア研究窯西側に配符・接地棒打

ち込みをするものである．

１:学部研究実験棟準備室南側の道路横断部は，地表下

0.4ｍ獅度を掘削したが，埋土内である．道路枇断部の

延艮上の緑地帯で1.0ｍ掘削したが，混入物の多い肌色

の｣州でﾘI!‘代哩士と思われる．更に南東へ1.7ｍの地点

で1.1～1.2ｍ掘削したが，下方は灰のような軟らかく細

かなｋの噸で，ガラス片が混入しておりやはり現代埋土

である．辿椛・遺物はない．

写真７８作業風景（西より）

第Ⅱ章調査の記録
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写真７９道路横断部掘削状況（北より）

写真８０接地棒２地点掘削状況（西より）

５．（黒髪南）ゴミ集積場取設工事に伴う立会調査

（0927）

＜調査期間＞

2009年１０月20日

く調査対象面積＞

75.1㎡（内9.19㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

照髪南地区の南東隅にゴミ集積場を設悩し，給水施設

を併殺する工事である．

給水符は，ヘリウム等北Iﾉﾘ部にある給水バルブから分

岐させ，建物の西側を南に捌削した．分岐部のみ0.75ｍ

ⅢＩ１ｉ１ｌｌ，他の梼路は0.35前後を掘削したが，埋土内であり

世柵の検出は無かった．分岐部分では，撹乱内からｔ師

器の小片が１点のみ出土した．

災秋場は，東西端に2簡所のトレンチを設定して試掘

を行った．0.25～0.3ｍの州１１１で，現代1111|:内であり，遺

柵・遺物の検出はなかった．

第II章調査の記録

写真８１給水管部作業風景（南より）

写真８２給水管部掘削状況（南より）

写真８３トレンチ①掘削状況（東より）

６．（黒髪南）旧図書館工学部分室他改修工事に伴う立

会・発掘調査（0932）

＜調査期間＞

2009年１１川()'-1.30日～１２月３１~1.141｜

＜調査対象面積＞

地''1梁洲111．地1,.ピット試掘0.98㎡

外洲T::1Ｉ立会230.7㎡

＜調査員＞

大坪忠子・小畑弘己．



【９

＜調査概要・結果＞

建物内の地中梁の柵堂観察のため，２箇所において0.6

×0.3ｍで梁の脇を掘削した．ル11り方内であり，遺構．

遺物の出土はない．地I|'梁については，当初予定してい

た掘削の必要がなくなったため，これ以上の掘削はない

建物内部の地下ピット建設予定箇所において，試掘を

行った．この結果，進物内の地衣から約0.8ｍの深さで，

､占代の遺物包含隅と思われる照仏土を確認した．検出レ

ベルは，建物周I〃|のアスファルトから８ＣＩＩ,程度下である

熊本市文化課に連絡し，リ|き続き発伽ｉ１肺へ移行する

こととなる．施設部と協談の上，条fl:盤備が盤う，,月３０

日より発掘調査を開始することとした．

発掘調査の結果，古代の満１条を検ＩｌＩした．

周辺の階段・ゴミ慨きj渉の撤去につき立会洲在を実施

した．階段部分は，恭礎ｲiは地表下().3ｍの深さであり，

撤去には支障はなかった．ゴミｗｔきjルは堆礎鉄筋入りコ

ンクリートが厚さ0.6ｍほどあり，地表下0.5ｍほどまで

削平されていた．慎亜に撤去するように指示した．遺

構・遺物は検出できなかった．

写真８６古代溝検出状況（東より）
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写真８５ゴミ置き場掘削後（西より）

第Ⅱ章調査の記録

Ｐ

７．（黒髪南）旧図書館工学部分室他改修電気設備工事

に伴う立会調査（0934）

＜調査期間＞

2009年12〃911

＜調査対象面積＞

14.64㎡

＜調査員＞

小畑弘ｕ・大坪志丁｡．

＜調査概要・結果＞

’幅１ｍほどで本部からllIlxIllI:館へ遮線を引く工那であ

る．本部側は道路縁１７部分まで，本部建物の犬走，埋設

管などで撹孔を受けていた．道路部分は中央に電気埋設

の幅１ｍほどの州州部（I紺if悉号9906）があり，すでに

破壊を受けていたが，そのIlIijlIIllの部分は地表下0.3ｍほ

どで旧地表而（地111）が現れた．しかし，包含胸部分が

削平されており，遺物はなにも出土しなかった．またこ

の区間では世榊も確認できなかった．道路東側部分の北

側には，旧レンガ建物の韮礎が来簡方向に走っており，

I｢1図書館周州の芝上部分に繋がっていることが判Iﾘjした．

おそらく北ﾉjliIjヘノjlhjを変える部分に相当するものと思

われる．このレンガ建物韮礎とlIlIxllIf館階段部分の間も

地表下0.3ｍほどで|||地lllIili（地Ｉｌｌ）を確認したが，迩

構・世物ともに碓認できなかった．

写真８７調査区遠景（北より）

写真８４南側階段撤去後（南より）
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写真８８１日図書館側地山（西より）

写真８９赤レンガ建物基礎（東より）

８．（黒髪南）旧図書館工学部分室他改修機械設備工事

に伴う立会調査（0937）

＜調査期間＞

2010年ｌノj1311.2月2311

＜調査対象面積＞

５６㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

錐1111111の立会調査は，束111|lの排水管設悩に伴うエリｉ

であった．本体部の立会洲査で迩物包含畷が遺存してい

ることが判|ﾘ]し，本地点でも州ﾘﾘ深度が地表下1.9ｍに

達するため遺物包含層が検出されることが予想された．

しかし，掘削部分のすぐ隣は既存の排水管が埋設されて

おり，予想どおり，掘削部分はかなりの破壊を受けてい

た．かろうじて未撹乱の土脚部分の観察によると，地表

下0.6ｍで遺物包含層相当屑である暗褐色土層があり‘

地11州は0.8ｍで検出された．しかし，捌削部にコンク

リート桝状の構造部が残存していたり，埋設管の撹乱が

苦しく，遺物・遺構ともに確認できなかった（写真91～

92)．

第Ⅱ章調査の記録

第２１口''１の立会調在は，建物南i｝[i隅の電気付設工馴に

伴うものである．’'1建物犬走り下を0.5ｍほど掘り．ドげ

たところ，0.4ｍで黄褐色の地1111mが現れたため，これ

以上掘り下げないよう指導した（厚真93)．

写真９０配水管配管部掘削風景（北より）

写真９１人孔部分掘削後（北西より）

写真９２南部配管部分掘削後（北より）



写真９３電気埋設工事立会現場（南西より）

写真９４掘削後状況（南より）

９．（黒髪南）エコロジーシステム実験室接地工事に伴

う立会・発掘調査（0938）

＜調査期間＞

2010年１月１４日・２jll711～１９１１

＜調査対象面積＞

１０㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

南北に平行するi肥級部分は地衣ド1.0ｍ掘削予定であ

り，そこからプレハブに鵬がる部分は地衣下0.35ｍであ

るので，深い南北部分について伽削に立ち会った．その

結果．地表下0.5～0.6ｍで'1W褐色の巡物包含ﾙｨが現れ，

その中から縄文土器数片が出土した．また，北側配線部

の東端では幅１ｍほどで断而形がＶ字形の鵬褐色上を

含む溝状遺構が検出されたため，掘削を中止し，発捌調

査が必要であると判断し，側述部ﾊjと発掘訓在にむけて

協議を開始した．

発掘調査は2010年２〃17～1911で実施することとした．

調査の結果，北側配線部の東端の断面Ｖ字形の洲は

幅１ｍほどで，南側配線部まで延びていることが確認で

3１

きた．南側配線部ではこれにほぼ直行するようなＩ隅0.8

ｍほどの断1m形Ｕ'』．:形の浅い溝が確認できた．これら

を検出後．これらが切り込む蛍褐色土を掘り下げ，純文

土器およそ120点を検出した．

縄文土器のほとんどは川部～底部までの破片で，紋様

をもつ１１縁部付近の破片は10点にも満たないものである

'1縁部破片は，御手洗八式，小池原下層式，鐘崎式の

特徴をもつことから，これらの土器群は後期前菜に脇す

るものと思われる．伽ｌ１ｉＭ;-t器の１１縁破片は丹塗りが施

されている．

写真９５掘削風景（西より）

写真９６北側配線部分（西より）

写真９７北側配線部分検出満（東南より）

第Ⅱ章調査の記録
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10．（黒髪南）生物生息環境音響解析室新営工事に伴う

立会調査（0940）

＜調査期間＞

2010年l1j26II

＜調査対象面積＞

１㎡

＜調査員＞

小畑弘LL．

＜調査概要・結果＞

１刈iはプレハブイｉｉ蝋雌のためllllIilm．優さ35ｍほど

深さ0.5ｍ掘削するもので，それ以外の部分はそれより

浅い掘削深度となる．このため，布堆礎の南東部と北東

部に長さ１，．幅0.5ｍのトレンチを入れ，土ﾙｻの状態

を確認した．その結果，南火部はバラスの埋上力押く堆

積しており，旧地表部の伽削は0.1ｍほどであった．また

北東部のトレンチでは，地表1,.0.4ｍほどで昭和28年の

白川洪水の際の洪水砂が現れ，0.5ｍまで下げても，’11

1紳内であり，遺物包含１Wおよび適職I耐:||>I州までは達し

なかった．

写真９８調査風景（北から）

膳 蕊

書籍_：

写真９９北東トレンチ掘削後（西より）
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11．（黒髪南）旧図書館工学部分室外構工事に伴う立会

調査（0943）

＜調査期間＞

201()年２月2日

く調査対象面積＞

７㎡

＜調査員＞

小畑弘1-1‘．

＜調査概要・結果＞

浄化ｲ11ﾘ撤去部分は地炎ド2.5ｍほどの州ill1iIlで，本工邪

で雌も深い部分であるため，この部分をまず立会調盃し

た．雌i没時の掘り山を掘削し，内部の浄化柵本体部のみ

を撤去した．その際，北確に幅１ｍ，深さ().8ｍあまりの

黒色ｋで充填されたＶ字形の遺構（洲と思われる）を

検川した．しかし，およそ2ｍ離れた南唯では検|')して

いないこの部分は抑削対象外であるため．写真を縦っ

てそのまま埋め戻した．｜:1j水管部分は棚削深度が地表下

0.7ｍであるが，州ＩｌｉＩの結果，削平は受けているものの，

地IlIIiIiが().7ｍで現れることから，掘削深庇を0.65ｍとし

て悦１Kに’二事を進めるよう指導した．

写真100浄化槽部分掘削風景遠景（南より）

写真101浄化槽撤去部分検出のＶ字満（東より）



写真102雨水管部分掘削風景（東より） 写真104掘削風景（西より）
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写真105掘削部±層（南より）

三一

12．（黒髪南）生物生息環境音響解析室新営機械設備工

事に伴う立会調査（0952）

＜調査期間＞

2010年２月22日

＜調査対象面積＞

1.5㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

共何満との付設部分が雌も深く伽る部分であるため，

この部分で．'州の観察を行った．典IIil洲の東側は１ｍほ

ど撹乱されていたが，それより火側の部分は，地表ド

0.35ｍ～0.5ｍが茶褐色の近代・近|||:緋作土と思われる畷，

その下部0.7ｍまでが蝶褐色の．,Ir代辿物包含Ⅱ州:|当層が

残存していることが判IﾘＩした．よって，伽削深度を0.5

ｍとし．それ以上の掘削がないよう胆》11群と協議し，慎

重に工事を進めるよう指導した．巡碓・世物とも検出し

ていない．

》
燕
瀞
喧
溌

13．（黒髪南）生物生息環境音響解析室新営電気設備工

事に伴う立会調査（0953）

＜調査期間＞

2010年２月221~Ｉ

＜調査対象面積＞

１㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

地衣ド0.45ｍまでの掘削であり，この深さは旧表土の

バラスｌＷが堆穣しており，すでに撹乱を受けていた

よって，辿櫛・遺物ともに検出していない．

写真106掘削風景（北より）

写真103雨水管部分±層（北より）

第Ⅱ章調査の記録



3４

写真107掘削部（北東より）

14．（黒髪南）環境整備（駐輪場等）工事に伴う立会調

査（0954）

＜調査期間＞

2010年３月１日

く調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

今''11の工事が行われる地点は，」:挙部'11逆動;lルに,|;lドｌ１

し，地表1,雪1.5ｍまでは現代の肌ｔが存ｲ,ﾐすることが〕多

想された．よって，もっとも深くルI棚する樹木の移柚部

分２箇所を代表として虻会調在した．地表下0.6,,ほど

の掘削であり，結果はすべて現代の埋土であった．よっ

て，他の部分についても文化財破壊の恐れはないため‘

慎・砿に｣:ｻを進めるよう指導した．遺椛．遺物ともに検

出していない．

写真108樹木移植部掘削風景（東より）

第Ⅱ章調査の記録

写真109Ａ工区移植部掘削後（南から）

15．（黒髪南）環境整備駐輪場外灯設備工事に伴う立会

調査（0955）

＜調査期間＞

2010年３月１日

く調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小畑弘I｣‘．

＜調査概要・結果＞

木I::‘｣ｉは0954訓在地点と一連の工狐であり，本地点も

liil様に[学部旧運動jﾙ|ﾉjに含まれる．雌も深く掘削する

火111ｲ端の２箇所の外灯韮礎部分の掘削に立会った．地表

下1.‘1ｍほどの掘削であり，結果はすべて現代の埋土で

あった．よって，他の部分についても文化財破壊の恐れ

はないため，慎重に｣:ﾘＩを進めるよう指導した．遺構・

辿物ともに検出していない．

写真110東端外灯掘削風景（西より）

質ZＰｐｇ

蕊



写真111東端外灯掘削後（南より）

16．（黒髪南）備蓄倉庫２取設工事に伴う立会調査

（0961）

＜調査期間＞

2010年３月8日

く調査対象面積＞

１９㎡（0.83㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

特商受瓶設備のIﾉ!i側に，簡劾倉lIiを立てるｌ:‘ｊＩである．

特商受巡建設の際の発掘洲在で，付近は地表|､･２ｍまで

削平されていることがWUIﾘlしている．水I洲在地点も，そ

うした状況から文化財に達することはないと思われた

基礎部で妓も深くなる箇所を0.55×1.5ｍの範州で伽削し

た．工事に必要な深さは0.35ｍである．塊．ｔ内であり

造櫛・遺物の検出はない．施工ＯＫとした．

写真112作業風景（南より）

3５

写真113掘削状況（東より）

17．（黒髪南）大学院自然科学研究科実験棟地圏探査工

学実験室改修電気設備工事に伴う立会調査(0962）

＜調査期間＞

2010年3jl81I

＜調査対象面積＞

７５㎡（0.7㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

大学院''1然科'､剛|:究科実験棟の北側に，接地｣:小を行

うものである．》11初は，建物北側にＬ字に捌削するi没

計であったが，利川する予定の既設の電気線が途''1から

西側へ斜めに雌投されており，設計どおりには工』jiがで

きない状況であった．このため掘削場所の変更を熊本I|ｉ

教育委興会に連絡し、変更の許諾を得て掘削を行った

掘削予定範|ﾙ|の９判秘度において。コンクリート韮礎が

あり，0.4ｍ祁度しか捌削できなかった．西端から2.3ｍ

の範囲では，予定通り0.6ｍまで掘削したが二本の既設

管により既に掘削されていた．

今''１１のl111iljll範Ⅲ:|はすべて撹乱であり，遺椛・世物の検

出はない．

写真114作業風景（東より）

L

唾開型
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写真115掘削全景（西より）

写真116西端部掘削±層状況（北より）

18．（黒髪南）事務局来客用駐車場取設工事に伴う立会

調査（0967）

＜調査期間＞

2010年3ｊｊｌ５口

く調査対象面積＞

90.8㎡（内2.34㎡）

＜調査員＞

大坪忠了．．

＜調査概要・結果＞

南地区正門西側に，駐市場を造る二劇I:である．ｒ定地

内にある低木を移植し，舗装のためのすきとりをｲj:った

低木は深さ0.4ｍまでの掘削で，抜き取りが行え，移｜:i'１

先も0.4ｍの掘削で移柿可能であることを砿認した．い

ずれもjﾘ４土内である．駐.ilIj粉は〕多定地の北IjLi隅を2.2×

0.7の範州で，0.3ｍのすきとりを行った．埋土内である

逝憐・遺物の検出はない．

なお，予定地内にあるポールについては．ＩｉＩｉ蒲IIfに撤

去の記述が無かったため．熊本Ili文化財課に連絡し，撤

去を行った．

第Ⅱ章調査の記録

写真117樹木抜取り作業風景（南より）

戸

＄

写真118樹木抜取り掘削状況（南より）

幸崇葺
堂訳

■マ可

写真119樹木移植先①地点掘削状況（南より）

写真120駐車場掘削状況（南より）



Ⅱ－３黒髪東地区 (図3参照）

１．黒髪団地（東地区）インフラ整備に伴う立会

調査（0912）

＜調査期間＞

2009年７月６日

く調査対象面積＞

‘103.5㎡（内1.2㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

黒髪|寸I地東地区の給水棚悠術1::ij1による立会調査を実

施した．今回予定している給水将盤術工覗は，敷地内に

広くめぐらされた配管の大半に及ぶが，各地点でこれま

でに漏水による緊急工事を実施し、その際の立会調秀で

地「の状況が把握されている．このため，今IiIIは敷地内

奥（北側）の箇所について試伽を行った．

すずかけの家東側の①地‘'1,':では，1.2×0.5ｍの範|〃|を

深さ().6ｍまで掘削したがjIM上lﾉ1であり，遺椛・遺物の

検川はなかった．

②地点でも1.0×0.6ｍの範|ﾙlをlI11iIiIlしたが，①地点と

lIil様の結果である．この深さによる伽削では文化財に影

群はないと判断される．

写真121①地点作業風景（北より）

写真122①地点掘削状況（南より）

3７

２．（黒髪東）特別支援学校屋外給水管漏水修理に

伴う立会調査（0913）

＜調査期間＞

2009年７月８１１

＜調査対象面積＞

1.8㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

水道符の破批による水柵I;れが発生したため，熊木IIj教

育委只の許可を得て，’X会のもと修理工事を行った．

束教篭Ａ棟の玄関のlIl椴火において，1.3×0.6ｍの範

囲を掘削した．この地点は昨年度にも，漏水のため州lli1ll

を行っている．地衣|､.0.5ｍまで掘削したが埋土内であ

り，遺構・逝物の検出はなかった．

写真123東教室玄関横作業風景（北東より）

写真124掘削状況（東より）
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３．（黒髪北）教育学部東教室外構工事に伴う立会

調査（0949）

＜調査期間＞

2010年2jjl5日

く調査対象面積＞

0.5㎡

＜調査員＞

小畑弘LL．

＜調査概要・結果＞

フェンス韮礎撤去の際，｜ﾆﾙﾘを観察したが，地表下０５

ｍでは埋土の範囲内であり，遺構・遺物ともに検出して

いない．

写真125フェンス基礎撤去風景（西より）

写真126フェンス基礎撤去後（西より）

４．（黒髪北）教育学部東教室耐震改修機械設備工

事に伴う立会調査（0950）

＜調査期間＞

2010年２月15H

＜調査対象面積＞

４㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

既設マンホールに排水符を繋ぐ工事であり．もっとも

第Ⅱ章調査の記録

深くまで掘り下げる南両端の工区の掘削に立ち会った．

掘削部分は建物基礎や既存マンホールや配管などですで

に撹乱を受けており，掘削部分は地表下1.6ｍまですべ

てj師L胴であった．その他の部分もほぼ'１１様の状態であ

り，掘削深度も0.8ｍ以ドであるため，恢砿に工事を進

めるよう指導した．世椛．遺物ともに検H{していない．

写真127掘削風景（南西より）

写真128掘削後（南より）

雲Zン

‘ii燃鼠
ＬニジＩ．

５．（黒髪北）教育学部東教室耐震改修電気設備工

事に伴う立会調査（0951）

＜調査期間＞

2010年２月１５１１

＜調査対象面積＞

0.5㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

掘削深度は0.5ｍであり，しかも建物基礎の掘り方の

範|)Ｍである．掘削部分は埋土内であり。逝構・遺物と

もに検出していない．



写真129掘削風景（西より）

写真130掘削後（西より）
＝~ｚＺ１

Ｅ◆
亀

リ

６．（黒髪東）教育学部附属特別支援学校小学部遊

具設置工事に伴う立会調査（0958）

＜調査期間＞

2010年３月４日

く調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

遊共の撤去部分はり|き抜き」:.'lＩであり，ｔﾙｻの観察が

不'11.能であるので，斬殺遊共の雅礎州lli1iUに立ち会った．

その結果，もっとも深いブランコの雌礎州Ijll部（地表下

0.6ｍ）でも埋め-kであり，辿構・過物ともに確認でき

なかった．地形を観察するとこの部分は磯土であること

がわかる．他の遊具の蕪礎も浅く，Ⅲ胆はないと判断し，

’膜更に工事を進めるよう脂導した．辿柵・世物なし．

3９

写真131調査区遠景（南より）

写真132ブランコ基礎掘削後（北より）

７．（黒髪東）ソフトテニスコート給水工事に伴う

立会調査（0969）

＜調査期間＞

201()年３月１９１１

＜調査対象面積＞

28.18㎡（|ﾉﾘ0.24㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

ソフトテニスコートの仮設給水管を仮埋設する工事で

ある．２箇所において洲Ｉ１１を行った．0.3×0.4ｍの範叩を

地衣|､.0.3ｍまでMlllIjﾘしたが，埋土内であり巡構・迩物

の検出はない．

第Ⅱ章調査の記録
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写真133②地点作業風景（西より）

写真134②地点掘削状況（西より）
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Ⅱ－４本荘北地区 (似１６参照）

１．（医病）基幹整備（電話交換設備更新）工事

その１（変更）に伴う立会調査（0907）

＜調査期間＞

2009年５月2811

＜調査対象面積＞

179.2㎡（内11.48㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

電話交換設備史新のため．樋線を敷設する工』jiである．

111電話交換室東側に，駐車場南から臨床研究棟の南西の

ハンドホールまでの配線である．既往の調秀結果から。

Ⅲ１１削深度が文化)Ｗ上面程度と考えられたため，３箇所で

試掘を実施した．

駐巾場緑地梢の①地点では，2.3×２１ｍの範Ｉｌｌを地表

､1,.1.2ｍまで掘削したが，埋土内であった．

臨床研究棟附IjIｲの②地点では，2.2×2.4ｍの範|〃Iを地

表ﾄ゙ 1.3ｍまで棚i剛したが．埋土内であった．

駐車場lﾉjの③地点では，1.65×1.0ｍの範囲を地表下１．３

ｍまで掘削したが，ここも埋上内であった．①地点では，

排水管・高Iモケーブル・低圧ケーブルが検出されたが

これらの凹避は範囲内で調整し，深く掘削しないことを

脂示・確認した．

写真135①地点掘削状況（東より）
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図６本荘北地区における調査地点配置図（1/2000）

W｢コーニョ 〃，そ、 必

19sﾉ｡
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写真136②地点作業風景（南西より）

一＝

愚壁竪＝苧重弓一

写真137②地点掘削状況（東より）

写真138③地点掘削状況（北より）

第Ⅱ章調査の記録

２．（医病）東病棟新営機械設備（衛生）工事（変

更）に伴う立会・発掘調査（0923）

＜調査期間＞

工区①2009年１０ﾉjl31I

工I畑〉2009年lOjj27～30｢１

－１:|ﾒ:⑤．⑥（一部）、ド成21年11月１２１１～1311

工区⑪２()09年lljjl8II

＜調査対象面積＞

工区１３０㎡（実際は0㎡）

ｌ:|X⑨15.9㎡（0924.0925の工区⑨を含む）

工|><⑤．⑥一部５０㎡

工区⑪5.3㎡

＜調査員＞

工区①小畑弘己

工区⑤⑥⑨⑪大坪志子．

＜調査概要・結果＞

Ｉ:区の

現地にて虻会．確認したところ．すでに共同溝部分

(調炎番8.0104）訓襟の際に，地表下３ｍまで確認した

範囲|ﾉjにｲ11､ｌ１する．ここは''1建物の基礎（地I寺）によっ

て地表ﾄﾞ３ｍまで破壊されていることが判明している．

写真139工区①調査区遠景（北より）

写真140工区①掘削風景（北東より）



Ｉ:区⑨

工区⑨のうち．東西ルートの部分である．埋土を撤去

した結果，西半分遺構面が残存していることが判明した

ため，Ｉ淵在に切り替えた．茶色の地111（地111①）」二面で

-11.桁在を行ったが，遺構はなかった．その後，オレン

ジ色の地山（地111②）まで掘削したが，やはり辿椛は検

出されなかった．

写真141⑨工区西側地山②確認状況（西より）

⑤工Ⅸ．⑥子｢:|X一部

⑤｣:Ⅸと⑥工区の一部をあわせて州11Ⅲした・病棟のコ

ンクリート擁壁から東西，そして南北にＬ字状に掘削し

たが，ほぼ以前の建物によって破壊されていた．⑤．⑥

lⅨ境１１の桝殻慨予定箇所において，ｌＩｉい桝が検出され，

それを撤去すると包含層が若~｢過存していたため．そこ

から北⑤工区終点まで慎重に掘削して桁査することとし

た．その結果，桝設侭予定箇所では，2.2×1.8ｍの範州

の2/3程度に過ＷＭが残っており，ピット一つを検出し

た．｝'１土巡物は．k師器片が数点である．これより北の簡

所では，西側にＩＩｌＭ１０．２ｍ程度で細艇<辿構面が検出され

たが，遺怖はなかった．桝設世箇所より0.2ｍほど掘削

が浅く，１１１じレベルまで掘削すれば，遺構而を確認でき

たかもしれないが，施工には必要のない掘削であるため，

現状のままとした．

写真142ピット検出状況（東より）

4３

写真143工区⑤掘削状況（北より）

ｉ:Ⅸ⑪

１:Ⅸ⑪には全く|Iilじ位股に既i没符が敷設されているが

航しく据える１１１猟:が既投のものより0.4ｍ程度深くなる‘

このため，既設符の州11り方まで棚l棚して土壌を確認した

ところ，周囲およびド位は包含隅が非常に良好な状態で

依存していることがわかった．掘削の深さが造描而まで

述するため，調盃を行った．包含ﾙｻを掘り下げると，住

)州と思われる遺柵を検出した．掘削すると．島状に残っ

た硬化した床面と上師器坪と彼忠器捲が出土した．床1ｍ

には災に２時期に分けられるピットが4個確認できたが

施.|:に必要な掘削を超えており，現状保存とした．

写真１４４７号住居並掘削状況（西より）

蝋

､

Ｎ１

Ｉｉル
■

I

ＰＬ

Ｉ園篇‘

写真145工区⑰掘削状況（西より）

／
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３．（医病）東病棟新営機械設備工事（衛生）追加

その２に伴う立会・発掘調査（0924）

＜調査期間＞

ﾕﾆ区③2009年10j]19日

工区④2009年lOjl23I］

工区⑦2009年l()ﾉj271二I～2811

‐[区⑨2009年１０ﾉj27p～3011

＜調査対象面積＞

工Ⅸ③３９㎡

．I:Ⅸ④５４㎡

‐I言区⑦25.5㎡

Ｉ:区⑨15.9㎡（0923.0925の［区⑨を含む）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

［Ⅸ③

工|><①にて設慨した机より東側へ微:路を伽削した．北

側､ド分を深さ1.1ｍ侭度，南側半分を1.2～1.3ｍ程度の深

さでⅢIⅧした．①［区との境に１，洲する机･設置部分は深

さ1.3ｍまで掘削した．いずれも理ｔ内であり遺櫛・世

物の検出はなかった．

写真146工区③作業風景（北より）

写真147工区③掘削状況（東より）

第Ⅱ章調査の記録

［区④

工区③のI）Ii側の続きである．‐に区③東側の起点となる

桝から/''1ｍ付近から西側へ2.3ｍの間，伽i1illllIiiの北側半

分に撹乱を受けていない包含１Ｗを確認した．工区の掘り

底の段維部で確認できた．北半部に残っていたが，北半

部は包含牌IIl〔上までの掘削であったため．現状保存とし

た．ｌ:Ⅸ④のIILi端5.7ｍのⅨ|川で，北半部（''1冊0.5ｍ）に

包含〃iと遺術1ｍを確認した．ピットを一つ確認した．川

土辿物はない．

工区⑦

工区①の続きである．工区④の西端に設侭した桝から

iJIi側を伽削した．幅1.5ｍﾗWi蝋で掘削したが，桝部分か

らＷへ4.8ｍのINjは，北側にI脈0.2ｍで過柵而が確認され

たが，岨僻遺物はなかった．工区⑦のiJIi端の桝設侭部

分において。北西隅に遺榊面が残存していたため，精査

を行ったが巡櫛・遺物は検出されなかった．

二l:|><⑨（]二ｌｘ⑨は0923.0924.0925に:I鷲〔る）

ここでの［区⑨は．工区④の桝から北而に延びるルー

トの南､ト分である．工区①との境付近に，遺構面が残存

していたため．洲森に切り林えた．迦常の辿椛1ｍ（地

111）より暗い色の土層（土賀は通常の遺棚、とli1じ）の

上1ｍにおいて，ピットを一つ検出した．ピットの記録後，

通'肘の巡柵lniまで掘削したが世椛は検川されなかった．

写真148工区④ピット検出状況（南より）

写真149工区④掘削状況（西より）



写真150⑨工区南端ピット検出状況（北東より）

４．（医病）東病棟新営機械設備（衛生）工事追加

その１に伴う立会・発掘調査（0925）

＜調査期間＞

工IX⑨2009年10月2711～3011

工区⑥2009年11川2～13日・ｌ９日

工|X③2009年１１ﾉl241I～2611

工区⑩２０()9年l2jjllI～３１１

＜調査対象面積＞

１２区⑨15.9㎡（0923.0953のＩ:区⑨を含む）

工区⑥7.2㎡

工区③7.2㎡

ｌ:Ⅸ⑩23.7㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

工区⑨

工Ⅸ④から北ijIｲに延びるルートの北半である．「く」

の字に西へ折れる角付近で，辿柵imが残存していること

がわかったため，本洲究に切り枠えた．茶色の地111土

(地111①）上Ⅲを検Ｉｌ１したところ，ピット２つと住11批止

か満のような遺構の広がりを検出した．撹乱との境を掘

削して精査したところ，深さが約1.2ｍの満であること

が判り]した．抑'削した結果，底部で土師説の破片と上部

写真151Ｍ３完掘状況（南西より）

がｱ'渡

4５

で商坪の脚祁が出土した．

［区⑥

」zⅨ⑤．⑥の'1M桝から北へ掘削した．すべてj!吐内で

あり，辿柵遺物の検出はなかった．

写真152工区⑥掘削状況（南より）

Ｉ:Ⅸ③

ｌ冒区①の東側延艮線上である．2411に一時州Ｉを行い，

2511より作業典による発掘作業を行った．このI:区は撹

乱が少なく，遺跡の保存状態は良好であった．捌削の結

果，古代の住居城雌とピット4個を検出した．住111剛:は

位州9に，2008年皮に調盃した0835洲佃山点ＩⅨの住AI｝

｣11倉の続きと考えられる．

写真153工区③掘削状況（西より）

ｌⅨ(!(》

昨年度災施した0835調査地点の西端の続きである．既

I没のj1噸州や共'1州の存在から，文化財が世存している

,,j･能性は低いと予想されたが実際は既設管の1,.に，ｉＩｉｌｌ

,|えされてはいるが遺構面が残っていた．精査したところ

ピットが８個検川された．出土遺物は上師器片，須恵器

片である．

第Ⅲ章調査の記録



4６

写真154工区⑩全景（南より）

５．（医病）基幹整備（自家発電設備更新）工事に

伴う立会調査（0926）

＜調査期間＞

2009年10月131｜・２８１１

＜調査対象面積＞

６４㎡

＜調査員＞

小州I弘己・大坪志子．

＜調査概要・結果＞

聯別高圧受電棟IjLi側にある既設の地下タンクを撤去し，

新たにタンクを設Wける工事である．

特別商圧受電棟と既存タンクを繋ぐ配管部を地表ド

0.7ｍまで掘削した．既設の管は0.5ｍで検冊した．これ

を撤去し新しい配符を行うが，埋土内である．遺榊．世

物はない．

既設タンクの西側を1.7×1.7ｍの範囲で掘削した．こ

の結果，地表下0.8ｍまでは現代埋上であり，以下でタ

ンク設侭時の棚り方を検出した．タンクから１ｍ稚度が

掘り方であるため‘タンク周囲の１ｍ以内の掘削におい

て撤去１２事を進めるよう指示した．

既i没タンク以外の部分については，現代の削平や撹乱

によって，北西部で地表下1.4ｍ，南側で地表.ド0.9ｍで１

地111である鮮やかな椎褐色のシルト質上ﾙｻが現れる．南

側も|府渠などで撹乱が籍しいが，それ以外は地IlImiが残

存していた．南東隅に北東方向へ落ちる地111の変換点が

あり，調査区の火辺へ0.3ｍほどの落ちが認められた‘

この部分は褐色士および青灰色シルト脚，黄にI色砂脚が

I[ﾙｻとなっており，水生の堆積物と思われる．よって１

時別尚圧受電棟およびその東接建物および周辺で．砂と

~この冗隔が認められたのは，この地点から北東側へ地形

が落ちることを意味している．この落ちの部分から４点

ほどの水磨きされた．『１７代土師器片が川上した．

第Ⅱ章調査の記録

写真155作業風景（西より）

写真156配管部掘削状況（西より）

写真157調査区西側土層（東より）

写真158調査区南側掘削状況（南西より



６．（医病）第６病棟スロープ取設工事に伴う立会

調査（0929）

＜調査期間＞

2009年１０月2911

＜調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

Ｉ淵州Ｘは共Iijli仙1設J:1『がすでに実施され，それ以前

の建物の地下で３ｍ以上棚1棚されている部分に亜なる部

分が９割であり，わずか建物との間は1ｍあまりの長さ

であった．この部分も隣接建物の雅礎jIlllりによって撹乱

されていることは｜･分に予想された．立会洲企の結果

地表下0.5ｍほどの掘削であったが,現代の撹乱土であっ

た．遺物・遺柵ともに検出していない．

写真159調査区遠景（北より）

マー一

写真160掘削部±層（東より）

萱謡、

ｂｕ￥

呂片…｡，当

一Ｌ＝
’ﾛ昌。

．窒冨

'1７

７．（本荘北）基礎研究棟北側プレハブ小屋改修工

事に伴う立会調査（0930）

＜調査期間＞

2009年llll4I二|

＜調査対象面積＞

0.9㎡

＜調査員＞

小畑〃､己．

＜調査概要・結果＞

地表下０５，，幅0亀3×0畠3111の小規模の掘削であり，現

ﾙ１１はアスファルト舗装である．雌|､.面からは現代のもの

とおもわれる磁器の小片が川上した．掘削深度までは現

代の穫士胴であると判断される．それ以前にさかのぼる

遺柵や遺物は確認できなかった．

写真１６１調査区（南より）

写真162掘削部土層（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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８．（医病）東病棟北側排水管等取設工事に伴う立

会調査（0931）

＜調査期間＞

2009年lljjlOI1.1811

＜調査対象面積＞

Ａ地区３㎡

Ｂ地区７㎡

Ｃ地区４㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

Ａ地区

既存の排水櫛などが埋設されている部分に,|:||当する

道路面地表i､.1.2ｍまで掘削されており，北側0.5ｍほど

は共同瀧埋殻のため，さらに深く削平されていた．南'1111

のj1K設徹の州削部は，地表1,.1.3ｍほどであり，この部

分は()924調在地,11,〔にｲ;Ⅱ》I1する．以前の訓在では，このド

部にＩｌｉ墳時代前期の土器を多雌に含む満の底部が検出さ

れるｉｌｊ.能性があるが，掘削深度が以前の092‘l洲在地点と

'１１じであり，それ以上の州ljllがないことから．その下部

は洲恋していない．しかし.世椛ラインらしきものも明確

に確認できていない．この祁分に溝の肩がある''1能性は

少ないものと思われる．

Ｂ地区

伽削範|M1が一部変更になり．市文化課と施設部Ⅲ!』背

の協議の上．似1面差し替えで対応するとのことであった

このため，変更部分にて立会調査を行った．本地点は

共111溝付設地点（0104洲在地点）と旧病棟建設部分を南

北に貫くように設定されていた．調査の結果，これら間

の部分において，一部撹乱はi認められたが世|;＃が存在

していることが確認された．調査区の南側はlIl揃棟建設

や周辺配管などによって地表下1.1ｍほどまで削平され

ていたが，北側の共同満付股部分に接する部分では地表

|､､0.8ｍほどで包含牌が検出され，蒜干の遺物が川上した．

ただ，部分的に凸lIIlの撹乱があり，撹乱を除去し地表下

0.95ｍまで掘り下げた時点で．遺構の有無を確認し，住

Ａｌｌ･｣11:と思われる過椛を検出した．ただし，工'｣Ｉによる柵

i1ill深陛がこれより深くは及ばないため，記録のみをとっ

て，発掘は行わなかった．純文時代後期の土器片や古代

の土師器・須恵器など10点あまりが出土した．

Ｃ地区

排水桝を'''心に放射状に３本の埋設祷が付I没される「：

‘ｊＩであるがｉ測りの部分は既ｲ｣畠の工事によりＭｌｌＩＩｉ１した部

分であり.北側2本もその大部分は共同溝付設部分（0104

調査地点）に承なり，それ以外の部分の掘削に立会った．

第Ⅱ章調査の記録

その結果，掘削深度内では遺櫛．遺物ともに検11)されな

かった．

以上より，此lIili＃付設部分とlIl病棟建設部分は，一部

ｉｉｉ'1,ドと撹乱を受けているが．’'''１１３ｍほどにわたって遺椛

が残存していることが確認できた．共同満付設部分

(0104訓在地点）とＩＩｉ病棟北側を巡る配水管付設工事

(0006）に伴う発州11調査では，１１｢戦時代前期の多雌の土

師器を廃棄した櫛が発見されており，この瀧の行方を探

る意味でも、この部分の調査は今後重要となってくるも

のと,似われる．

写真163Ａ調査区遠景（西より）

写真164Ａ調査区掘削風景（西より）

写真165Ａ調査区掘削状況（西より）



写真166Ｂ調査区掘削風景（東より）

写真167Ｂ調査区遺構検出状況（北より）

'2酒４

デ輔

写真168Ｃ調査区掘削状況（南より）

９．（医病）旧こばと保育園駐車場整備に伴う立会

調査（0936）

＜調査期間＞

2010年１月ｌ２ＩＩ

＜調査対象面積＞

１２㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

地表下0.4ｍより深くなるものについて立会洲炎との

4９

指導であるので，遊具鵬礎を中心に撤去工事に立ち会っ

た．その結采，韮礎の撤去についてはほとんど周辺を伽

削せず，引き抜くような工事であり，しかも，地表下0.7

ｍまでは砂などの埋土であった．本地域は昭和28年まで

は仙崇寺の墓地であり，大学敷地となって整備される際

に改葬された蕊がまだ残存していることが隣接する9601

地点の発掘洲在で確認されている．また，この際の地１Ｗ

の観察の結果，地表下0.6～0.8ｍまでは現代の埋土であ

ることが確認されており，今回の掘削深度はほぼこの内

に収まるものである。また，寺域となり墓地が形成され

る前は残っていたであろう古代の遺構も，9601洲査地点

での所見では．蕊造営に伴いほとんど破壊されていた．

今回は，掘削中に撹乱土から埋尭の破片が出土した．裟

地が破壊されている状況を示している．

写真169遊具基礎撤去風景（東より）

、

や函｡

一

息‘;ｗ，息･鍵惣--,,

写真170遊具基礎撤去後（東より）
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写真171基礎撤去跡出土埋謹片（北より）

10．（本荘北）医学部駐輪場取設工事に伴う立会

調査（0960）

＜調査期間＞

2010年3ﾉj5II

＜調査対象面積＞

１７㎡

＜調査員＞

小畑弘LL．

＜調査概要・結果＞

駐輪場雌根の堆礎とそこヘリ|き込む巡線ｊＩｌｌ投部を立会

洲査した．噛線哩設部ではほとんど撹乱されており，一

部地山が確認できた部分には遺榊は確認できなかった

地山までの深さは0.3ｍであり，Ⅱ｡I地形はかなり,I‘(i<なっ

ていることが確認できた．ｊ,喋礎部分は，南側列を中心に

上層を確認したが，うち基礎ｌ～５において巡椛の覆土

と思われる黒色ｋもしくは地''1を確認した．とくに基礎

ｌでは地表下0.5ｍで黒色土を確認しており，↑Ⅲ気埋設

部や基礎4で確認した地山の商さ（0.3～0.35ｍ）から判

断すると岩干下がってはいるものの，包含１Ｗとは考えに

くく，辿柵の戦-ｋと判断した．雅礎６．７はⅢlⅧ深度の

0.7ｍでも撹乱であったが，堆礎５．３においては0.35ｍ

で南側0.4,幅ぐらいに遺構概土と思われる照色土が確

認できた．また．雄礎４と２ではliil等の深さで堆礎５．

３と同じく、南側0.4ｍほどの幅で地山が残ｲjfしていた．

これに対し，地形が土手状に,''1i<なっている北側で基礎

15を試掘したところ地表下0.7ｍまで現代のjII11:であっ

た．よって，施設部担当と協議し、基礎部分を40ｃｍほ

ど北側へずらすことで，逝柵の保存を例ることにした．

辿物は確認していない．

第Ⅱ章調査の記録

写真172調査地点遠景（東より）

写真173基礎1掘削後（北より）

写真174電線埋設部掘削後（東より）

写真175基礎5掘削後（西より）



Ⅱ－５本荘中地区 (Ｍ7参照）

１．（本荘中）中地区構内カーブミラー取設工事に

伴う立会調査（0903）

＜調査期間＞

2009年４月2311

＜調査対象面積＞

１．１９㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

本荘111地区南面隅の道路コーナー付近にカーブミラー

を設置する工半である．0.85×0.85ｍの範ljI1を捌削した

ところ，地表下0.6ｍ程度で既設管が検出されたため，

''1諸範囲内で南側に蒜|:位慣をずらして掘削した．深さ

0.8ｍまで掘削したが，埋土内であり遺椛．世物の検出

はなかった．

写真176作業風景（南より）

写真177掘削状況（西より）

5１

２。（医病）基幹整備（電話交換設備更新）工事

その２に伴う立会調査（0908）

＜調査期間＞

2009年６月５１｜

＜調査対象面積＞

1.6㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

医学部北西隅において電話線の配線工事を行った当

初約22ｍの配線エリi:を予定していたが．符理小屋とその

1.7ｍ程度南にあるハンドホールの間に配線することと

なった．

ハンドホールの北側0.8ｍ四方を地表下1.25ｍまで州11削

した．ハンドホール設瞬時の掘り方内である．この部分

から北側の配線は徐々に浅くするため，これらの部分も

埋土内である．巡椛・遺物の検出はない．

写真178作業風景（南より）

写真179掘削状況（北より）

第Ⅱ章調査の記録



図７本荘中・南地区における調査地点配置図（1/2000）
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３．（本荘中）動物資源開発研究施設棟南側屋外配

管漏水修理に伴う立会調査（0916）

＜調査期間＞

2009年８月７１１

＜調査対象面積＞

３㎡

＜調査員＞

人坪志子．

＜調査概要・結果＞

動物実験棟のI洲１１において，地下の機械龍へ外から配

杵をリ|き込んでいる簡所で，術水が発生した．このため，

既設管を検出し、｜川Ｉｊの補修l兵事を行った．降i:Mのたび

に機械室への漏水が発ﾉﾋするため．台風シーズンを前に，

熊本市文化課の許Ijj.を得て早急に処置することとなった

動物実験棟の南側をｌ×３ｍの範囲で，砿に沿って掘

削した．地表下0.8ｍﾉW雌掘削した．既設杵が被数あり‘

また建物建築時の伽I)方内と想われ，土はｊＩＭＭであっ

た．逝構・迩物の検出はない．

写真180作業風景（東より）

写真181掘削状況（南より）

5３

４．（本荘中）構内通路屋根取設工事に伴う立会調

査（0917）

＜調査期間＞

2009イド８ノｌｌＯＩ－Ｉ

＜調査対象面積＞

8.06㎡（内0.44㎡）

＜調査員＞

大坪志．ｆ、

＜調査概要・結果＞

本雅''1地I><の各建物間を結ぶ辿路に総根を設祇する工

小である．0.6×0.6×0.65mlMi後の堆礎を10箇所捌削す

るものである．大きく３箇所に分かれるが，生命盗源研

究・支援センター・動物資源開発研究施設東棟の北東部

は．｜Iil縦のI郡を2005年に実施している（0548訓杢地点，

熊本大判11職文化財調在宗年報１２)．2003年度に校森取

り壊しのための調査を行った跡地であり，文化財には形

聯ないと､ﾘﾘﾘi:した．

このためエイズ学研究センター両側と共用棟北東部に

おいて立会洲在を実施した．

共川‘|’〔北東部では．最も南の雅礎部を１箇所試掘した‘

0.5×0.5×0.7ｍの掘削を行ったが，埋土内であり遺構・

遺物の検出はなかった．9511洲稲山点の南東部に，Ｉ１たる

が，9511,洲在地点の結果を勘案すると，周辺は１ｍ以ｋ

捌削しなければ包含隅や世|州iには達しない．他の堆礎

の~[.'11も|M1胆ないと判断した．

エイズ'､j4:研究センター幽側では，スロープ沿いに０４１

×0.44×().5ｍ程度の穴を2箇所州剛する工事である．う

ち，ｌ簡所について試掘を行ったが，埋土内で遺術・辿

物の検出はなく，他の1箇所も文化財に影響ないと11断

した．

写真182①地点遠景（南より）

、

’
亨
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写真183①地点掘削状況（南より） 写真185掘削状況（南東より）
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写真186掘削後状況（東より）写真184②地点掘削状況（西より）

５．（本荘中）ボイラー室変電設備改修その他工事

に伴う立会調査（0956）

＜調査期間＞

2010年３月211

＜調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小川弘LL．

＜調査概要・結果＞

洲在地点は敷地ｌｊｌｉ側の道路に接するブロックフェンス

際であり，この部分は隣の巡路面から0.6ｍほど商い

また，すでに埋設された電気配線などもあり，撹乱を受

けていた．遺術・辿物ともになし．

第Ⅱ章調査の記録



写真189保健学科Ｅ棟東側作業風景（東より）

Ｅ棟北側，玄関横の地点では既設の桝と桝の間を0.7

×1.3の範州で掘削した．既設管を検出するまで掘削し

埋土内であることを確認した．繋ぎ替え工事は，これ以

上の掘削が無いことを確認し，作業を終えた．逝枇・遺

物の検川はない．

第Ⅱ章調査の記録

Ⅱ－６本荘南地区(九品寺地区)(図7参照）

龍

１．（本荘南）保健学科Ｅ棟給水配管工事に伴う

立会調査（0972）

＜調査期間＞

2010年３月261.｜

＜調査対象面積＞

20.5㎡（内8.7㎡）

＜調査員＞

大坪志子.

＜調査概要・結果＞

保健学科Ｅ棟の南東隅から，道路を横断した東側の

給水管へ，給水管を繋ぐ工事である．東側５ｍの区間は

1.5ｍ，他は1.0ｍで掘削を行った．地表下0.6ｍ前後で，

黄褐色のきれいな砂質層を検出したが，辿構・遺物は検

出されなかった．地山土に非常に似ているが，砂の混入

があり二次堆職土と思われる．この層の上は現代埋土で

あり，遺物包含周はなかった．東側は，1.5ｍまでは既

設符の埋設工事で既に一度掘削しており，今|可の工事に

際して文化財への影靭はない．

写真187保健学科Ｅ棟玄関横作業風景（東より）

写真190保健学科Ｅ棟東側道路部分掘削状況（西より）

届

■

写真188保健学科Ｅ棟玄関横掘削状況（東より）

》



２．（大江）薬学部樹木伐採・移植工事に伴う立会

調査（0909）

＜調査期間＞

2009年６ﾉｊ４１Ｉ

＜調査対象面積＞

42.7㎡（内１０.'18㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

薬学部育薬フロンティアセンター新営工事のための，

樹木移植工小である．樹木９本を伐根撤去し，３本を移

仙する工事である．移植元は雌も高いところでは２ｍの

尚さの盛り土に植栽してあるため．ＧＬに近い簡所で．

雌も深く掘削する場所について調査を行った．中庭南I1li

の樹氷の抜根を行ったところ，実際は0.8ｍ程度の掘削で，

jII4土内であった．東側の樹木の抜根でも，アスファルト

耐からは0.4ｍの掘削で肌土内であった．他の樹木も同

程腿の掘削で．|･分に作業が行えることを確認し，慎inに

進めるように脂示した．

統いて，移柿先の掘削を行った．諦義室南側，および

記念館南側でそれぞれ1.6×1.2,,1.0×1.5ｍの範|ﾙ|を掘

削した．深さはいずれも1.0ｍで．埋土内であった．

抜根および移植先において遺構・遺物の検出はない．

写真192掘削状況（東より）

写真191作業風景（西南より）

Ⅱ－７大江地区（薬学部）

5６

(似'8参照）

第Ⅱ章調査の記録

１．（大江）薬学部育薬フロンティアセンター新営

その他工事に伴う立会調査（0906）

＜調査期間＞

2009年5)12711

＜調査対象面積＞

191.1㎡（内0.8㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

既設の共'１１実験棟〃ilI〃|において，韮礎新i没や舗装等を

行う工聯である．雌も深く掘る基礎設侭部分について立

会調盗を行った．

承も東側のﾉ,雛設侭部分内で0.8×0.5ｍの範|卯|を地表

下0.9ｍまで掘削した．0.9ｍでj､度水'１１ｋと思われる･上

を検出した．この二上の上ｊＷはきれいな_上が唯蔵してお|）

包含届かとも考えられたが，辿物・迩榊雛は認められな

かった．この掘削細ﾙ|内にある撤去予定のコンクリート

柵について，南側1ｍを掘削し，既存の深さを確認した‘

コンクリート机･も丁度水ⅡI上のｔに救っている状態で

あった．机･は破砕して撤去するとし，他の二l剛について

は，本'1の掘削より浅いことから，’'１'卯に進めるよう指

示した．

写真193コンクリート柵南側掘削状況（南より）
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図８大江地区における調査地点配置図（1/2000）
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写真194抜根①作業風景（北より）

LＬ

写真196移植先①掘削状況（南より）
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5８

３．（大江）薬学部育薬フロンティアセンター新営

その他電気設備工事に伴う立会調査（0911）

＜調査期間＞

2009年７月３Ｈ・２２１１

＜調査対象面積＞

3.24㎡

＜調査員＞

大坪志子，

＜調査概要・結果＞

７)１３１１に，新築建物の建設〕参進範ljI;|内にある外灯の

撤去［'１fを行った．外灯堆礎のlIIill)１１を0.5ｍの||ⅢIで深さ

0.8ｍまで掘削した．この掘削の範lⅢ|では埋上内であり．

遺構や遺物の検出はなかった．外灯はこの後クレーンに

よりリ|き抜き，工事は終ｒした．

７月22口，新築建物に付帯する砥気配線の立会洲杏を

実施した．熊本市文化課の試掘によると、地表下0.9ｍ

で土器片が出土し、辿跡が確認された旨の報告があった

１期の〕参定掘削深度も0.9ｍ程度であったため，２簡所に

トレンチを入れて確認を行った．建物lj州のI､レンチｌ

では．地表下0.9ｍまで，２０～30ｃｍ大の際が多並に検出

された．牒群の切れI:lまで掘削範|〃lを拡張したが，０．９

ｍまでは近・現代のものと思われる陶器片が含まれてお

り，包含解や迩構の検出はなかった．Ｊｉ畔部本館に近い

トレンチ２においても().8ｍまで州Iillしたが，やはり現

代の埋土内であり，本1:帆こよる世跡への影禅はないと

判断した．

写真197作業風景（南より）

第Ⅱ章調査の記録

写真198基礎周囲掘削状況（東より）

写真199トレンチ2作業風景（北東より）

写真200トレンチ1掘削状況（東より）

写真201トレンチ2掘削状況（西より）



４．（大江）薬学部講義棟前外灯工事に伴う立会調

査（0947）

＜調査期間＞

2010年２月１２Ｈ

＜調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小畑弘LL．

＜調査概要・結果＞

ルIi削深度は外畑｛雛部分でllu表･ド1.5ｍ，ｌｌｉｉ卿部分で

0.6ｍであるため．韮礎部分をまずjIliliIlし，｜州を観察

した．その結果，地表ド0.8ｍまではjlI1kであり，その

下1.2ｍまで茶褐色･上層，その下部がＩＩｉ棚褐色|州であっ

た．この~ド部の二枚の屑は自然jI鮒i士であるが，辿物な

どはまったく含まれていなかった．配線部分は埋士内に

収まるため，慎重に工事を行うよう指導した．

写真202掘削作業遠景（南より）

写真203外灯基礎部分掘削後

5９

５．（大江北）薬学部屋外通路屋根取設工事に伴う

立会調査（0957）

＜調査期間＞

2010年3jj31I

＜調査対象面積＞

３㎡

＜調査員＞

小１１１１弘己．

＜調査概要・結果＞

堆礎部分６ケ所のうち，３簡所で上ﾙⅧ察を行った

いずれも地表下().4～0.6ｍまで瓦牒混じりの埋め土で

あったが．その下部にはWf茶褐色のlfI然岬が観察された

しかし，遺物はまったく含まれていなかった．よって

その他の３箇所においては'膜愈に｣割i:を行うよう指導し

た．遺怖・遺物ともに検出していない．

写真204調査地遠景（東より）

写真205基礎Ｄ掘削後（西より）

■Lq
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６．（大江北）薬学部蕃滋館屋外給水配管工事に伴

う立会調査（0973）

＜調査期間＞

2010年３j126II

＜調査面積＞

0.34㎡

＜調査員＞

大坪,Ilj〈了｡.

＜調査概要・結果＞

薬学部群滋館東側の給水椅工’'1；である．桝と桝の|Ｍ１の

().5ｍを棚I|削した．既に桝のＩ:'ｊＩのためﾊIillﾙ|を1.0ｍ程度

の深さまで掘削している箇所であり，既投杵も入ってい

る．0.6ｍまで掘削し，既設管を検出して州llilll作業を終

えた．世櫛・遺物はない．

”
一
ぐ
●
誠
ｖ
”

Ⅱ －８宇留毛地区

亀畠戸騒▽庵△夕

写真207掘削状況（東よしﾉ）

１．（宇留毛）学生寄宿舎駐輪場新営工事に伴う立

会調査（0904）

＜調査期間＞

2009年５ｊ」８１|

＜調査対象面積＞

115.6㎡（内16㎡）

＜調査員＞

小畑弘LL．

＜調査概要・結果＞

駐輪場のﾉ1鳴礎部MlWill範IﾙＩ（南北２箇所）の東i)Ii端をｌ

筒所ずつ掘削深度まで掘削して，遺構や遺物の残り具合

を確認した．北側掘削部の両側は1.0ｍほど掘削したが

表土0.1ｍの下はすべて篠（5～15ｃｍ）混じりの褐色ロー

ム屑であり，このあたりのﾉ矧器上部の部分と思われる．

これを裏付けるように．｜‘il東側ではⅢ地表が西側より１

ｍほど深くルlliljIされているためか，地表下0.5ｍでiI‘〔徒

50ｃｍ以ｋの僻が現れた．おそらく基盤により近い部分

と思われる．ｌＷＩ１Ｉｌｌ州ｌｊＩ部は，川111が地表下0.6ｍほどま

で掘削したが，』,１代のjＩＭｋ（バラス・砂利）であり，ｌＩｉｌ

東側は深さ0‘4ｍでlIi柵也のローム土屈であり，その下

部は掘削深閲).8ｍまで北側棚削部で認められた侠汎じ

り褐色ローム土であった．この南側掘削部東端部分は‘

調査区でも低い部分にｲ:IIjl1し，ⅡI土層があまり削平され

ていない部分と思われる．しかし．上部の暗褐色土脚'１

からは世術・巡物ともに検出されていない．

写真206作業風景（北東より）

写真208調査地点遠景（西より）

6０
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写真209北側掘削区西側±（南より）

写真210南側掘削区東側（北より）

２．（宇留毛）留学生宿舎新営電気設備工事（追加

その５）に伴う立会調査（0915）

＜調査期間＞

2009年７月28日

く調査対象面積＞

２㎡

＜調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

Ａ区間は掘削深庇が地表ド0.7ｍであり，ＢｌＸ・ＣｌＸ

が0.4ｍであるのに比べ深いため，ＡｌＸのマンホール連

接部を''1心に土胴を雌認した．その結果，地表下0.9ｍ

においても撹乱ｔであり，Ｉｉｌｉ州:部分を東に延ばした部分

においても同様であった．一桁は造成によってかなり地

形が変化しているIIj､能性が商い．迩榊・世物ともに検出

していない．

Ｂ区。Ｃ区は道路部分に柑当し，アスファルトや砕石

の照が地表下0.3ｍまで存在することから，世榊・遺物

は存在しないと予想した．

6１

写真211Ａ区遠景（北西より）

写真212Ａ区マンホール部士層（北より）

第Ⅱ章調査の記録
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写真213①地点掘削状況（西より）

写真214②地点作業風景（南より）

■

脚
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Ⅱ－９京町地区 (似18参照）

０

第Ⅱ章調査の記録

１。（京町）附属小学校プール他改修機械設備工事

に伴う立会調査（0933）

＜調査期間＞

2009年12月９日

く調査対象面積＞

62.04㎡（内L8㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

附脇小学校プールのプールトイレ内と周辺の給水符の

敷設I訓である．①地点（トイレ内）では，既設の配管

を史新する工事である．0.4ｍの深さまで捌削したが．

理-ｔ内であり遺構・遺物の検出はない．ル1冊のトイレ内

の他の箇所についても同様の条件であり．施工よしとし

た．②地点（トイレ東側給水符ルート）では，0.8×0.8

ｍの範I〃Iを試掘した．埋土内で辿椛・辿物の検出はない

附属小学校・中学;佼の柵内の/|荊面より２ｍ以上商い地

点になる．既往の調森で'''1辺はかなり削､ｒされているこ

とがわかっており，プール・トイレルリ辺は本来の尚さを

残すものかもしれないが，プール建設時の磯り士や造成

も考えられる．③地点（プール附帆家|洲I）は，給水管

のＩＩｉ端である．掘削の結果，地表|､.0.3ｍで分岐予定の

給水符が検出された．このため，Ｗｉ鮒のための棚lliljllは0.4

ｍ程度でよいこととなった．1114ｋ内であり迩榊．遺物は

ない．配管の東側は，既投杵が入ってお|)．この間の上

もしくは掘り方内に配管されるため，文化財に影響はな

いと側断した．

図９京町地区における調査地点配置図（1/3000）
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写真215②地点掘削状況（北より）

写真216③地点作業風景（南西より）

写真217③地点掘削状況（西より）
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２。（京町）附属中学校校舎南側雨水管改修工事に

伴う立会調査（0963）

＜調査期間＞

2010年３ﾉ11011

＜調査対象面積＞

0.63㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

0719調査地点の東側に雨水桝を設慨し，既設机を収粋

え，それぞれ配管する工事である。2007年度に工事設慨

しているはずの机･と配管が，工事されていなかったため，

途中で雨水符が切れている状態である．校舎南東端の既

設机･を撤去し，その下を新設桝の殻慨に必要な深さまで

掘削することとした．既設机が深さ0.7ｍと浅く，その

下を慎重にjlI削したところ，地表1,.1.2ｍ程度で包含1Ｗ

を確認し，1.3ｍ前後で遺構面を確認した．遺構面には

ピット１つと浅い鎌みが３箇所あった．包含層からは．

弥生時代の発棺の’1縁部が一点出土した．新設の桝は

0719調森地点の範州内であり，配管部分は包含層より浅

いため施工に冊迦はないと判断した．

写真218作業風景（東より）

写真219掘削状況（西より）

第Ⅱ章調査の記録



6４

３。（京町）附属中学校教育学部同窓会弔魂碑案内

標柱設置工事に伴う立会調査（0970）

＜調査期間＞

2010年３jl23｢１

＜調査対象面積＞

１㎡（内0.12㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

附属中学校｣|そ門両の駐車場にある弔魂碑横に標柱を立

てる工事である．石碑北側に0.9×0.9ｍの範|ﾙ|で標柱を

立てる．0.3×0.4ｍの範|ﾙ|で，地表下0.4ｍまで掘削した

が埋土内であり，造椛・迩物の検出はなかった．

写真220作業風景（北より）

写真221掘削状況（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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賊 文

2009年６ﾉ１，埋蔵文化財訓在案は長年すみなれた「旧図評航:1二学部分室」を出て，白川をのぞむ

新しい建物に移転した．本洲在室は1994年にこの建物の１階に開室しているので，我々は16年にわ

たりお世話になったことになる．

本調査叢のはいっていた建物は1925（大正１４）年に築造され，すでに築85年を経ている．この建

物は旧高等｣:業学校校舎として，現在の小務ﾙj本館とともに造られた蚊初は標本宗だったという

から，岩刑や鉱物の標本棚が収納されていたのだろう．そういえば，２階でそれらしいものが見つ

かったと大坪志子助教が不思議そうな顔で教えてくれたことがあったその後建物は図書閲覧室に

なった．

1994年，ここが埋蔵文化財調在室になってからは，室内に発捌器材や測錘機器が侭かれ、遺物箱

が重ねられ，建物の前では逝跡の土壌がウオーターフローテーションにかけられた．部屋では大勢

の人たちが土器を接合したり，似|面を書いたり，小畑弘己准教授や大坪助教が夜避くまで作業した

り研究したりした．

2009年夏，調査室が建物を出たあと無防備になった建物の内外を歩いたことがある．もとより外

の壁が剥げ落ちたり汚れていたりしたこともあって，かつてこの建物を鑑賞することはなかったが

なかなか優雅なつくりである．作業員の方々が遺物雌理をした大部屋の''1い角柱柱頭には凝ったデ

ザインの装飾があり，よく雨伽Iiりした階段の手すりはホコリの下で艶を保っていた．電灯が落ちか

けた吹き抜け天井下の階段の｢１１柱は複数の花樹瑞が組み合って文様をなす堂々としたものである．

建築史学稀である埋蔵文化財調査委員会委典長の伊藤重剛教授によると「'二1本のコンクリート建築

の初期の頃の建物であるため，それ以前のYi造や煉瓦造の作り方をコンクリート造に侭き換えてお

り，現在のコンクリート造工法とは違う過渡期の様相を見せている」のだという．

2009年夏に始まった改修工那によって，翌年春にはこの建物は事務局本館と眉を雌ぺるほど典

雅な姿を取り戻した．１階はReposerルポゼ（仏語安らぎの

意）というラウンジになり，白い角柱も優雅な階段も健在である．

ただ小川准教授が顕微鏡をのぞいていた考・｢'｢学史的空間は立派

なトイレになっていた．

現在，埋蔵文化財調査室はここから南南西300ｍの地に２階

建て建物として独立した．１階に展示室，作業案をもつ立派な

訓在室だ．新しい仕耶場を得て，我々はこれからもよい訓在を

し，構内の肌職文化財の保存と活用に貢献していかねばならない

移転にあたり伊藤委典便，施設部の方々には多大なご配慮をい

ただいた．ルJ〔<御礼巾し上げる．

埋蔵文化財調査室長

文学部教授木下尚子

埋蔵文化財調査室（2009）

賊文
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文付篇１２００９年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織本

1．国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則（Ｈ16.4.1～）

(設置）

第１条１１ﾐ1立大学法人熊本大学法人堆本規則（平成16年４月１１１制定）第29条第１頃の規定に基づき、国立大学法人熊

本大学（以下「本学」という｡）に、IIil立大学法人熊本大学埋蔵文化財I洲在委典会（以下「委員会」という｡）

を職く。

(組織）

鮒２条委員会は、次に掲げる委典をもって組織する。

（１）文学部、教育学部、法学部及び医学部附屈病院から選出された教授又は准教授各１人

（２）大学院自然科学研究科及び大学:院生命科学研究部から進出された教授または碓教授各２人

（３）施設部長

（４）埋蔵文化財調秀室長

（５）その他委貝会が必典と認めた荷若干人

２前項第１号、第２号及び第５９．の委員は、学長が委嘱する。

３第１項第１号、第２号及び第５８･の委典の任期は２年とし、iIj:任を妨げない。

４第１頃第１号、第２サ及び節５り･の委jlに欠員を生じたj扮合の補欠の委員の征期は、IMi項の規定にかかわらず、前

任者の残任期間とする。

(任務）

第３条委員会は、本学の施I没盤ｲIlliに伴うlIl伽文化財の発掘訓炎に関するI､要.1伽をI洲介榊縦する。

(委員長）

鮒４条委員会に委貝長をWtき、委典の7K選によって定める。

２委員長は、委典会を召集し、その議長となる。

３委員長に事故があるときは、姿典握があらかじめ指名する委貝がその職務を代行する。

(議事）

第５条委員会は、委典の過半数が川席しなければ、議事を開き、議決をすることができない。

２委員会の篇郷は、出〃ｉｆした委興の過半数をもって決し、可州il数のときは、縦握の決するところによる。

(意見の聴取）

節６条委員長は、必要があるときは、委典以外の荷を委員会に出席させ、意見を聴くことができる。

(調査室）

第７条委員会に、埋蔵文化財の発掘洲在に関する業務を行うため、j1I蝋文化財I淵在案（以下「洲在室」という｡）を

慨く。

２訓在室の業務、組織その他必要なﾘ項については、別に定める。

(事務）

第８条委員会の邪務は、施設部施i没企ilIIi課において処理する。

(雑則）

鋪９条この規定に定めるもののほか、委典会の迎悩'に関し必災な4噸は、委典災が別に定める。

附則

ｌこの規則は、平成19年５jj24Ilから施行する。

２この規則施行後、蚊初に委蛎される第２条第１項第２号の委員の任期は、｜i１条第３攻の規定にかかわらず、平成２１

年３月31日までとする。

３附則（平成21年12ﾉ1241-1規則第291．り-）

この規則は、平成22年ｌノ１１日から施行する。

付篇2009年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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2．熊本大学埋蔵文化財調査宝要項

(趣旨）

第１条この要項は、IKl立火学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則（平成16年４月１１|制定）節７条節２項の挑定

に基づき、国'１/X大学法人熊本大学埋蔵文化1M調査窪（以下「洲査察」という｡）の業務、組織その他必要な事

項について定める。

(業務）

第２条調査室は、Ｉ王I立大学法人熊本大学（以下「本学」という｡）の施設整備に伴う埋蔵文化財の発掘洲禿に関する

次の業務を行う。

（１）突施計iIlIiの立案及び実施に関すること。

（２）川上した埋蔵文化財の盤理、保符及び保存に側すること。

（３）文化庁等に提出する報侍脊の作成に関すること。

（４）その他必要な事攻

(組織）

鮒３条洲査案に室提を閥く。

２室瞳は、調査室に関する業務を掌恥する。

３調森室に訓在員その他必婆な職典を置くことができる。

４調恋員は、発掘訓企に関する業務を行う。

(室長等の任命）

第４条室長及び調査貝は、本学の教典のうちから学握が任命する。

２学侭は、必要がある場合は、学外の者をI洲杏員に委嘱することができる。

(事務）

節５条洲査崇の事務は、関係学部等の協力を得て、施設部施設企iIIIi課において処肌する。

(雑則）

館６条この要喚に定めるもののほか、調査寵の運併に必要な聯攻は、学長が別に定める。

附則

この要填は、平成16年４M１１１から実施する。

3.2009年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

１ 埋蔵文化財調査室組織（2009年４月１日現在）

＜室長＞（併・文学部教授）

＜訓先員＞（併・文学部准教授）

（併・文学部助教）

＜事務補佐貝＞

＜室内作業貝＞（2009年６ﾉl～2010イド２ﾉ1）

(2009年６１j～10ﾉj）

(2009年６〃～2010年３月）

付篇12009年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

木下

小畑

大坪

村|:１１

江１１

小Ill

首藤

増井

山寿

長谷

末吉

尚子（2005.10.1～）

弘己

志子

知聖

路

正子

優子

弘子

'71.苗

智子

美紀



２埋蔵文化財調査委員会

委員長伊藤亜剛

委典杉井健

無武彦

山根聡恵

長谷川四郎

字術功市郎

今村順茂

平井俊範

田代文彦

木ﾄﾞ尚子

審議事項

2009年６月９１１

(2009年７）j～2010年３〃）

(2009年12ｊｊ～2010年３川

(2010年１月）

(2010年１）]～２川

(大学院自然科判り|:究科教授）

(文学部准教授）

(教育学部准教授）

(法学部教授）

(大学院自然科学研究科教授）

(大学院医学薬学研究部教授）

(大学院医学薬学研究部准教授）

(医学部附属病院准教授）

(施設部長）

(埋蔵文化財調炎宗長）

鬼塚美枝

早川棚

柳川めぐみ

谷川優子

I州演美来

Ill上座

任期（2009.4.1～2011.3.31）

（2009.4.1～2011.3.31）

（2009.4.1～2011.3.31）

（2009.4.1～2011.3.31）

（2009.4.1～2011.3.31）

（2009.4.1～2011.3.31）

（2009.4.1～2011.3.31）

（2009.4.1～2011.3.31）

（2008.9.1～）

（2005.10.1～）

平成21年度埋蔵文化財発掘訓在予定について

平成21年度埋蔵文化財調査叢関辿予算の確保について

平成21年度予算配当（案）について

平成20年度埋蔵文化財発掘調査結果について

平成20年度埋蔵文化財調査室迩'剛Y実紙について

その他

付篇２埋蔵文化財調査室2009年度調査.研究活動記録
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【室長】

木下尚子

・平成21年度日本単術振興会科学研究費補助金雑盤研究（Ａ）（２）「琉球列島先史時代後半期における生業と交易に

かんする実証的研究」研究代表群

・平成21年度日本学術振興会科単研究蜜補助金基盤研究（Ａ）（２）海外「台湾人の口述歴史の採集分析に基づく日

本統泊から戦後への台湾社会の転換に関する研究」研究分担者

・平成21年度人間文化研究機櫛総合地球環境学研究所プロジェクト「'１本列島における人間－１#1然相互関係の歴史

的・文化的検討」共同研究員

【調査員】

小畑弘己

・平成21年度日本学術振興会科学研究費補助金韮盤研究（Ａ）「レプリカ・セム法による極東地域先史時代の柿物栽

培化過程の実証的研究」研究代表者

・平成21年度特定領域研究「１１～1611t紀の束アジア海域と職波一博多関係」研究分担新

・平成21年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ａ）「日本列島と大陸との人の交流に関する人狐学的研

究」研究分担者

付篇埋蔵文化財調査室2009年度調査・研究活動記録
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平成21年度’1本学術振興会科学研究礎補助金ｿ,蝋研究（Ａ）「モンゴル帝|玉I興亡史の解明を｢I指した環境考,Ｗ:的

研究」研究分机:汁

』Iz成21ｲIﾐ度’－１本学術振興会科学研究州lli助余り1馴監研究（Ａ）「極東古集|､jlの形成・統合」研究分担者．

､F成21年度１１本学術振興会科学研究笠補助金雅盤研究（B）「香川県金11I産サヌカイト製石器の広域流通システム

の復元と先史経済の特蘭の検討」研究分担荷

平成21年度全11(l納豆協lIjl組合連合会納豆研究奨励金「東北アジア先史'１＄代のダイズとその栽哨化の研究」研究代表

符

大坪志子

．､Iz成21ｲド度1-1本学術振興会科判り|:究州ili助命若下lijl:先（Ａ）「石製装身共のｲf材分析からみた縄文社会の地域間

交流と腿緋化への変遷過梯の研究」研究代表群

付篇埋蔵文化財調査室2009年度調査・研究活動記録
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報告書抄録

※北緯・東経の数値は'1t界測地系に基づく値です
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報告書抄録

ふりが、な

や
口

一
一
国

副 害名

巻次

シリーズ名

シリーズ号

編著者名

編集機関

所在地

発行年月日

ふりがな

所収遺跡名

ほんじよう
本庄:i堂跡

(０９２３地点）

ぼんじよう

本庄遺跡

(０９２４地点）

ぼんじよう
本庄j近別§

(０９２５地点）

くるかみまち

蝶髪町遺跡
(０９３２地点）

くまもとだいがぐまいぞうぶんかざいちようさしつれんぽう１６

熊本大学塊戯文化財,洲査室年報１６

熊本大判MjlMf文化財,洲在室年報

1６

木下尚ｒ・・小畑弘I-L・大坪志子・村田知聖

熊本大学j1K戯文化財洲在室

〒860-8555力

2011年3)１３１１１

ふりがな

所在地

くまもと

本リＩＬ
本巾

ぼんじよう
本』I|；

くまもと

熊本以
熊水Ｉｌｆ
ぼんじよう
本州§

くまもと
術憧本リrＬ

ｲミＩＩｊ

ぼんじよう

本雅

くまもと

本リ11：
本Ｉｌｉ
くるかみ
鵬髭

;木ﾘI靴

コード

市町村

4３２０１

'1３２０１

'1３２０１

4３２０１

；本.IIi黒髪2-39-1TEL、096-342-3832ＦＡＸ，096-342-3832

遺跡番号

285

285

285

278

北緯

32.

47′

48.5〃

32.

47′

48〃

32.

47′

47.5〃

32.

48′

50〃

東経

130。

42′

40″

130。

42′

38〃

130。

42′

37〃

130。

43′

42〃

調査期間

20091013

20091027

20091030

20091112

20091113

20091118

20091019

20091023

20091027
～

20()9103(）

20091027
～

2()()91030

20091112

20091113

20091119

20091124

20091126

20091201

2009120３

20091110

20091130

20091203

2009121４

調査面積

71.2㎡

134.4㎡

54㎡

231.68㎡

調査原因

学校敷地内
の開発蛎業
に伴う

学校敷地内

の開発郡業
に伴う

学校敷地内
の開発躯業
に伴う

学校敷地内
の開発.111:業

に伴う

くるかみまち
照髪町遺跡

(０９３５地点）

くるかみまち
黒髪町遺跡

(０９３８地点）

くまもと
熊本リI!；
熊本Ｉ|ｉ
くるかみ
)｣.（髭

くまもと
熊本リ'し
熊本Ｉ|ｒ
くるかみ
Ａｌ．（髭

4３２０１ 278

32.

48′

57″

130。

43′

34″

20100107

201()0112

20100119

20100122

20100202

'123.21㎡

学校敷地内
の開発‘I#巣
に伴う

4３２０１ 278

32.

48′

48〃

130。

43′

51〃

20100114

20100217
～

20100219

１０㎡

学校敷地内
の開発鞭業
に伴う
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所収遺跡

ほんじよう
本庄:i世跡
(0923地点）

ぼんじよう

本唯j吐跡
(092'1地点）

ほんじよう

本卜I胃.１世跡

(()925地点）

くるかみまち

無髪町遺跡
(0932地点）

<ろか』

無援
(093

､まち
町j堂跡

ﾗ地点）

くるかみまち
蝶髪llIj･遮跡

(0938地点）

報告書抄録

種別 主な時代

集落並 古代

集落靴 古代

集落 古代

集落jJl鳥 古代

集落；M： ･IIi代・近代

散布地 縄文

主な遺構 主な遺物 特記事項

ピット・住居 土師器j不・須恵器兼

ピット なし

ピット・伽i牡''二・柵
土師謡・尚坪
.ｋ師器・須恵器

満 古代土師器・須恵器

ピット
土師器認・坪・須恵器
摩耗した瓦・磁器

柵 縄文土器片
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